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背 7.0mm

　本報告書は、令和 4（2022）年 11 月 25 日に東京文化財研究所で行われた、【シリーズ】無形文化

遺産と新型コロナウイルス フォーラム4「伝統芸能と新型コロナウイルス―これからの普及・継承―」をも

とに、読みやすいように語句を修正しました。

　なお、当日配布資料ないし投影資料は、登壇者ごとに文末にまとめました。

櫻井 弘 布目 藍人 仲嶺 幹

江副 淳一郎岡村 愛　　　　　　　　　岡村 慎太郎

座談会の様子
（  仲嶺 幹　　江副 淳一郎　　布目 藍人　　櫻井 弘  ）

表紙写真

（敬称略）
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　新型コロナウイルス感染症 i は、令和 2（2020）年 1 月以降、日本でも変異を重ねながら繰り返し流行し、

令和 5（2023）年までに第 8 波を数えました。そのたびに緊急事態宣言の発出やまん延防止等重点措置の実

施を余儀なくされ、新型コロナ禍は日常生活のみならず伝統芸能へも影響を与え続けています。

　東京文化財研究所 無形文化遺産部では、令和 2（2020）年 4 月より、「伝統芸能への影響」の実態を把握

するため、古典芸能を中心とした無形文化財（伝統芸能）への影響について「関連事業の中止・延期情報」、 

「新たな試みの情報」、「再開・開催関連情報」を収集しています。そしてその概要を、当研究所ウェブサイトの 

「伝統芸能における新型コロナウイルス禍の影響」で毎月更新しながら発信しています。

　一方で、公演情報の分析からだけでは見えにくい新型コロナ禍の影響について、【シリーズ】無形文化遺産

と新型コロナウイルス フォーラム「伝統芸能と新型コロナウイルス」として、情報共有や意見交換の場を設け

てきました。フォーラム 1「伝統芸能と新型コロナウイルス」（令和 2（2020）年 9 月）では、実演家だけでなく、

企画・制作者や、伝統芸能を支える楽器、装束や小道具などの製作者（文化財保存技術者）にも目を向けま

した。またフォーラム 3「伝統芸能と新型コロナウイルス―Good Practiceとは何か―」（令和 3（2021）年 12 月）

では、前回の視点を維持しながらも「Good Practice」をキーワードとし、新型コロナ禍の影響を様々に受け

続けている伝統芸能の「今後」を見通そうと試みました ii。

　今回のフォーラム 4 は、その第 3 弾にあたるもので、テーマを「伝統芸能と新型コロナウイルス―これから

の普及・継承―」としました。伝統芸能などの無形の文化財は、継承が存在自体に直結します。その継承

を支えるのが普及であるとの考えから、本フォーラムでは、伝統芸能の普及・継承への様 な々立場からの取り

組みを共有し、今後の課題解決の糸口となる意見交換が行われました。

　フォーラム当日は、新型コロナの感染状況を鑑みて開催会場への参加者数を限定せざるを得なかったため、

記録動画を編集し、期間限定でウェブ公開しました。さらにこのたび、当日の記録に加筆訂正した報告書を

刊行する運びとなりました。先ごろ、新型コロナの感染症法上の位置づけが「5 類」に移行されるとの発表

がありましたが、今しばらくは新型コロナ禍の影響と付き合いながら、伝統芸能の普及・継承を考えていく必

要があります。無形文化遺産部としても、伝統芸能とそれを取り巻く多くの人々の「わざ」が新型コロナ禍を

越えて伝承されるよう微力を尽くすとともに、本報告書がその一助となれば幸甚に存じます。

　最後になりましたが、様々に困難な状況の中、本フォーラムにご登壇くださり、それぞれの立場から伝統芸

能の普及・継承への取り組みについて真摯にご報告いただき、ご意見を賜りました関係者各位に深く御礼申

し上げます。

令和 5（2023）年 3 月

東京文化財研究所 無形文化遺産部

序

序

i　以下、本報告書では「新型コロナウイルス感染症」を「新型コロナ」と略す。また、事業名や公演名等の固有名詞
の敬称は原則省く。
ii　フォーラム2は「映像記録の力―危機を乗り越えるために―」（第16回無形民俗文化財研究協議会）として開催された。
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日時：令和 4（2022）年 11 月 25 日（金）　13:00 ～17:05
会場：東京文化財研究所（地下 1 階セミナー室）

12:30　受付開始
13:00　開会挨拶　齊藤孝正（東京文化財研究所 所長）
13:05　趣旨説明　前原恵美（東京文化財研究所）
13:10　「SDGs から見た伝統芸能と教育―海外の事例から―」石村智（東京文化財研究所）
13:30　「伝統芸能へのコロナ禍の影響調査報告」前原恵美、鎌田紗弓（東京文化財研究所）
14:00　事例紹介①独立行政法人日本芸術文化振興会「伝統芸能伝承者の養成事業」
　　　　　　　　　櫻井弘（独立行政法人日本芸術文化振興会）
14:20　事例紹介②「キッズ伝統芸能体験」ほか体験型事業の取り組み
　　　　　　　　　布目藍人（公益社団法人日本芸能実演家団体協議会）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝14:40 ～14:55　休憩 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

14:55　地唄三絃演奏　1．「黒髪」　　唄・三絃　岡村慎太郎
　　　　　　　　　 　2．「橋尽し」　唄・三絃　岡村慎太郎、岡村愛
15:20　事例紹介③文化庁「邦楽普及拡大推進事業」の取り組み
　　　　　　　　　江副淳一郎（文化庁「邦楽普及拡大推進事業」事務局、凸版印刷株式会社）
15:40　事例紹介④沖縄県三線製作事業協同組合の「未来」に向けた取り組み

　　　　　　　　　仲嶺幹（沖縄県三線製作事業協同組合）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝16:00 ～16:10　休憩 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

16:10　座談会　櫻井弘、布目藍人、江副淳一郎、仲嶺幹、石村智、前原恵美
17:00　閉会挨拶　早川 泰弘（東京文化財研究所 副所長）

　

主催：東京文化財研究所

当日スケジュール

当日スケジュール
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開会挨拶

開会挨拶

東京文化財研究所 所長

齊 藤 孝 正

　ご紹介いただきました当研究所、所長の齊藤でございます。本日は【シリーズ】無形文化遺産と新型

コロナウイルス フォーラム 4「伝統芸能と新型コロナウイルス―これからの普及・継承―」にお越し

いただきまして、ありがとうございます。新型コロナウイルス感染症の拡大については、第 8 波を警戒

する声もある中、お集まりいただき、御礼申し上げます。

　令和 2（2020）年春頃より、新型コロナ禍は私たちの生活全般に影響を与え続けて来ました。無形文化

遺産である伝統芸能も例外ではありません。当研究所では、令和 2（2020）年春より、古典芸能を中心と

した伝統芸能への新型コロナウイルスの影響に関する調査を始め、今日でもその調査および発信を継続

しているところでございます。併せまして、伝統芸能と新型コロナウイルスに関するフォーラムを、令

和 2（2020）年 9 月にフォーラム 1、昨年の令和 3（2021）年 12 月にフォーラム 3 として開催し、伝統芸能

の現状報告や、様々なお立場のご登壇者に取り組み事例をご紹介いただくとともに、座談会で意見交換

を行って参りました。

　今回のフォーラム 4 は、「これからの普及・継承」をテーマにしています。伝統芸能は「形の無い技」

ですので、継承し続けなければ途絶えてしまいます。そして継承を支える普及も非常に大切です。

　本日前半は、当研究所の研究員より、海外での伝統芸能の事例報告、当研究所での「伝統芸能と新型

コロナウイルス」に関する調査の近況報告を行います。後半は、様々な立場で伝統芸能の普及・継承に

取り組んでいる方々にご登壇いただき、事例紹介をお願いしました。途中、事例紹介と関連する演奏家

の方々による地唄三絃の演奏も予定しております。新型コロナウイルス禍を経験した私たちは、今後の

伝統芸能の普及・継承をどのように推し進めていけばよいのか、このフォーラムが、それぞれの取り組

みの特徴を理解しつつ、連携や情報共有の道を探る機会になれば幸いです。

　以上、簡単ではございますが、【シリーズ】無形文化遺産と新型コロナウイルス フォーラム 4「伝統

芸能と新型コロナウイルス―これからの普及・継承―」の開会のご挨拶とさせていただきます。本日は

どうぞよろしくお願いいたします。
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趣旨説明

東京文化財研究所 無形文化遺産部

無形文化財研究室長

前 原 恵 美

　東京文化財研究所 無形文化遺産部 無形文化財研究室長の前原恵美と申します。私からは、本フォーラム

の趣旨について簡単にご説明いたします。本フォーラムのサブタイトルは「これからの普及・継承」とさせて

いただきました。新型コロナ禍を経て、あるいは共存しつつ、「伝統芸能にとっての普及と継承」について考

えたい、ということがこのフォーラムの出発点です。伝統芸能は「無形文化財」として位置付けることができ

ますが、これは文字通り、形が無い文化財であることを示しています（p.4 上）。つまり、伝統芸能は実演し

続けることで初めて存在するのであり、実演し続けることが「継承」に繋がります。一方で「継承」するには、

担い手である実演家と、受け取り手である鑑賞者が必要で、基本的には、担い手である実演家は、受け取り

手である鑑賞者の中から生まれると考えるのが自然です。したがって、受け取り手である鑑賞者を増やすこと、

すなわち「普及」によって、担い手である実演家が育まれ、その積み重ねにより伝統芸能が継承されていくと

も言えます。このように考えると、普及は、伝統芸能の需要を開拓する基盤となる活動と捉えられます。その際、

鑑賞という需要に応えるのは実演家による実演と言う事ができるでしょう。ちなみに、実演を（供給ではなく）

需要と捉えることもできます。つまり、伝統芸能の実演は、楽器や大小道具、装束等を必要とすると見ること

もできて、その際には別のレベルの需要と供給が認められます。

　今申し上げたことを図にすると、【スライド 3】のようになります（p.4 下）。鑑賞者が普及活動の積み重ねに

よって、実演の体験者、その経験を積み重ねて実演家予備軍である経験者となり、その中から実演家が生ま

れて、伝統芸能の継承を担うと捉えることができます。そこには伝統芸能を鑑賞するという需要と、その鑑賞

のための実演の機会を供する伝統芸能の供給という関係が生まれます。こうした関係性とは別に、伝統芸能

の実演には、楽器、大小道具、装束等が必要であり、そこに需要が生まれます。そしてその需要に応えるた

めに、楽器等の製作者等による供給が生まれると捉えられます。こうした継承・普及と需要・供給の関係性

が本フォーラムの構想となりました。以上の構想からフォーラムの構成は、本日お手元にお配りしているプログ

ラムのようになりました。

　まず当研究所の石村より、海外の事例を紹介しながら、伝統芸能のフォーマルな教育、インフォーマルな

教育について報告します（p.5 上）。次に前原と鎌田より、当研究所で行っている調査の、この一年について

の報告を行います。その後、4 つの事例紹介をお願いしております（p.5 下）。まず、独立行政法人日本芸術

文化振興会 理事の櫻井弘氏より伝統芸能の継承、実演家の養成につながる事例として「伝統芸能伝承者の

養成事業」、続いて公益社団法人日本芸能実演家団体協議会の布目藍人氏より伝統芸能の普及、愛好家の

拡大、さらに実演家予備軍の創出につながる事例として「キッズ伝統芸能体験」ほか体験型事業の取り組み

についてご紹介いただきます。そして、文化庁「邦楽普及拡大推進事業」に関連して、実際に上智大学箏曲
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趣旨説明

部で指導にあたっておられる岡村慎太郎氏と岡村愛氏による地唄三絃演奏をお聞きいただきます。さらに、

文化庁「邦楽普及拡大推進事業」事務局となっている凸版印刷株式会社の江副淳一郎氏には、「楽器」を含

めた枠組みでの伝統芸能の普及により、愛好家の拡大、さらに実演家予備軍の創出につながる、文化庁「邦

楽普及拡大推進事業」の取り組みについて、昨年度（令和 3（2021）年度）のフォーラムに続きまして、ご紹介

いただきます（p.6 上）。最後に沖縄県三線製作事業協同組合の仲嶺幹氏には、楽器製作者の視点からの伝

統芸能の普及・継承につきまして、愛好家の拡大から実演家予備軍の創出、実演家の養成・鍛錬へとつな

がる、同組合の「未来」に向けた取り組みをご紹介いただきます。

　以上を受けて座談会では、登壇者全員で、新型コロナ禍を経て、共存しながら、これからの伝統芸能の「継

承」と「普及」に向けた様 な々枠組みとその取り組みを整理し、相互の連動や、各取り組みの今後の可能性

について、意見交換を行いたいと思います。

　私からの趣旨説明は以上です。よろしくお願いいたします。

【配布資料】
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「SDGs から見た伝統芸能と教育―海外の事例から―」

「SDGsから見た伝統芸能と教育―海外の事例から―」

東京文化財研究所 無形文化遺産部

音声映像記録研究室長

石 村 　 智

　報告の 1 番目として、「SDGs から見た伝統芸能と教育―海外の事例から―」を当研究所無形文化遺産

部 音声映像記録研究室長の石村よりご報告申し上げます。私の方からの報告のテーマは SDGs ということ

なのですが、SDGs というのは多分皆さんにとってももうおなじみの言葉かと思います。なぜ無形文化遺産と

SDGs が関係あるのか、というところから始めたいと思うのですが、SDGs の宣言の 36 パラグラフに文化に

関する言及があります（p.11 上）。「我々は、文化間の理解、寛容、相互尊重、グローバル・シチズンシップと

しての倫理、共同の責任を促進することを約束する。我々は、世界の自然と文化の多様性を認め、すべての

文化・文明は持続可能な開発に貢献するばかりでなく、重要な成功への鍵であると認識する」。このように、

文化というものが SDGs と密接な関連があるということが指摘されています。とりわけ、伝統芸能をはじめと

する無形文化遺産は、SDGs が掲げるこの 17 の目標の様 な々目標と関連があります。17 の目標がどのようなも

のであるかということは、レジュメの参考資料に英語と日本語で掲載していますので、適宜ご参照いただけれ

ばと思います（p.15）。このうち、今回のフォーラムのテーマである「普及・継承」と関連が最も深いと思われ

るのは、「Goal 4：質の高い教育をみんなに」であると考えます。

　では、SDGs のうちの SD、持続可能な開発とは何なのかということに、まず触れておかなければいけませ

ん（p.11 下）。持続可能な開発というのは、この図で示しているとおり、環境・経済・社会という3 つの異な

る次元の開発プロセスを最も調和した形で進めていくということです。この各開発プロセスは、その達成のた

めにそれぞれ明確な条件を持っていますが、それらは互いに矛盾する可能性があります。例えば、環境を守 

る、二酸化炭素を減らすということであれば、化石燃料を使わずに 19 世紀より前の生活に戻れば、確実に

二酸化炭素の量は減ります。しかし私たちの今の生活スタイルを19 世紀以前に戻すということは、恐らく多

くの人にとっては許容できないでしょう。さらに例えば、二酸化炭素を固体にしてどこかに捨てるという技術

が開発されたとして、それが何百億円もかかるということになり、それを国民が負担しなければいけないとい

うことになった場合は、経済的な問題でかなりの困難を伴うことが予想されます。つまり、この環境・経済・

社会、それぞれのバランスを考えながら、その目的を達成していくということが持続可能な開発の目指すとこ

ろです。即ち、持続可能な開発というのは、一つの解決方法ではなく、バランスをとるためのプロセスである

ということが言えます。

　実は近年、無形文化遺産と SDGs に関する研究が活発になされています。それを行っている代表的な機関

がユネスコのカテゴリー 2 センターであるアジア太平洋無形文化遺産研究センター（IRCI）です。（p.12 上）。

これは私ども東京文化財研究所と同じ国立文化財機構に属する組織で、大阪の堺に所在する研究センターで

す。ここは平成 30（2018）年度より「無形文化遺産の持続可能な開発への貢献に関する研究」を継続的に実
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施しています。これまで、ベトナム、フィリピン、バングラデシュ、インドネシアやキルギスの各関係機関と協

力をしながら、調査研究とワークショップを実施してきました。この事業は平成 30（2018）年から始まったので

すが、そのさなかでちょうど新型コロナ禍が始まってしまいました。ベトナムとフィリピンを対象国とした事業

の時は、まだお互い行き来することができたのですが、その後、対象国との間で物理的に行き来することが

難しくなったので、バングラデシュ、インドネシア、キルギスとの事業では、基本的にはそれぞれの国がそれ

ぞれの国内で調査研究を行いつつ、オンラインで会議をして議論をしたり、情報共有をしたりという形で進め

てきました。本発表では、これらの国々で行ってきている無形文化遺産と SDGs に関する研究のうち、伝統

芸能と関係が深いベトナムとバングラデシュとインドネシアの事例をそれぞれ紹介したいと思います。

　1 番目の事例がベトナムです（p.12 下）。ベトナムでは、平成 27（2015）年より学校教育におけるカリキュラム

と教科書の見直しが進められ、その中で無形文化遺産の教育が学校教育に取り入れられました。これはベト

ナムがドイモイ政策以降、社会主義経済に資本主義経済を取り込んで経済成長を果たしていく中、一方で伝

統的な文化が失われていく危惧があったことが背景にあります。こうした中で、無形文化遺産を学ぶことによっ

て、歴史や文化への意識の向上やナショナル・アイデンティティの形成を図っていくということが行われるよう

になりました。IRCIとの事業の中では、ベトナム国立教育科学研究所とベトナム民族学博物館と協力するこ

とによってガイドラインを作成しました。こちらのガイドラインが令和元（2019）年度に作ったものです。この写

真は伝統芸能であるカーチューの歌手が中学校の授業で実演を行っている様子です。この新しくできたガイド

ラインにしたがって、現在では学校教育の場でその実践が行われています。ベトナムの事例で特徴的なのは、

学校教育、すなわちフォーマルエデュケーションの中で無形文化遺産の教育が行われているということです。

　2 番目の事例はバングラデシュです（p.13 上）。バングラデシュでは、NGO 団体のダッカ・アサニア・ミッ

ション（DAM）が、シレット地域と呼ばれる一地域で実践されてきた伝統演劇ダマイルの教育普及のために

各種のワークショップを実施しています。この DAMというところは、バングラデシュの中でも非常に歴史の長

い NGO の団体で、50 年以上の歴史を持っています。特にこれまで女性の地位向上や、教育に関連した様々

な活動を行い、大学なども設立したりしてきたと聞いています。下に挙げている写真のうち、左側が舞台の上

で演じられるダマイルで、右側が村の中のコミュニティで実施されているダマイルのワークショップです。ダマ

イルというのは、輪になって踊る芸能なのですが、基本的には女性が演じるものとなっています。現在ではこ

のダマイルは、農村から都市にかけて多くの人が実践するようになってきています。しかし一方で、現代化に

よる変容というものも認められます。いい意味での変容では、例えば YouTube などで発信して、それぞれの

団体が自分たちの技を見せていくということもあります。また一方では現代的な楽器や現代的な音楽スタイル

を取り入れることで、特に都市部ではそういった新しいタイプのダマイルが出てきていて、一部ではそういう新

しいものは伝統的なものではないと主張する人もいます。しかし芸能というのは進化していくべきだと主張する

人もいます。そういった意味で、ダマイルは非常に生き生きした芸能として実践されているということが言えま

す。またダマイルは、女性が演じるということもありますので、女性の地位向上にもつながるということ、ある

いは災害時のコミュニティにおいて、その連帯を強化するという役割も果たしているということも言われていま

す。とりわけバングラデシュは自然災害が多く、特に水害が多い国です。人々が災害に遭って落ち込んでいる中、
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こうした伝統芸能をみんなでやることによって、コミュニティの絆を強める効果があると言われています。これ

は東日本大震災の時に、日本でも同じようなことがあったということが指摘されています。このバングラデシュ

の事例を見ると、先程のベトナムがフォーマルなエデュケーションの中で実践しているのに対して、バングラデ

シュの場合は NGO 主体のノンフォーマルな形態として実践しているということが言えます。

　3 番目がインドネシアの事例です（p.13 下）。インドネシアでは、デウィ・フォルトゥナ・コミュニティ・ラーニ 

ング・センター（DFCLC）というところが、中部ジャワ州のクラテン県で実践されている伝統的な舞台芸能ク

トプラを学校教育、すなわちフォーマルな教育とそれ以外の課外的なノンフォーマルな教育の両方に取り入れ

るという活動を実施しています。インドネシアは、現在ではイスラムの人口が多数派の国ですが、この写真を

見ていただければ分かるとおり、クトプラはヒンドゥー文化の影響が大きな芸能です。まずフォーマル教育に

取り入れている事例です。右の写真は、中学校で行っている、生徒を対象としたワークショップの様子ですが、

クトプラを授業、もしくは学校の課外教育の中で取り入れるということが行われています。デウィ・フォルトゥ 

ナ・コミュニティ・ラーニング・センターは、クトプラを授業で取り入れたクラスとそうでないクラスの比較調査

を行っていて、クトプラを取り入れたクラスでは、他の教科の成績や人格教育においても有意な成績の向上が

見られたと報告されています。他の教科というのは、具体的には国語や社会、芸術などで、それらの教科と

の間に有意な成績の関連があったということが示されています。こうした伝統芸能とは、国語や芸術や社会

の内容の様々な側面と結びついているので、効果があったと考えることができると思います。ノンフォーマル

教育においては、学校教育以外のところで、例えば社会人を対象としたようなワークショップも行われていて、

その中ではその女性の地位の向上、さらには自然を尊重する意識の向上なども認められたと報告されています。

この演劇の主人公は女性のプリンセスで、この写真で出ている一番左側の人物なのですが、女性が主人公の

演劇ということが女性の地位の向上にもつながってくるということが報告されています。これまで見た事例のう

ち、ベトナムは学校教育寄りで、バングラデシュは学校教育の外で行われていたものですが、インドネシアの

場合はこれらの両方で行われている事例と見ることができるのではないかと思います。

　まとめさせていただきます（p.14 上）。この 3 つの事例で見たように、教育における伝統芸能の様相は、そ

れぞれの国の実情によって異なるところがあります。特に、フォーマルな教育を重視するか、それともノンフォー

マルな教育を重視するかという点は、お国柄と大きく関係するところがあると思います。ただ、いずれにも共通

して指摘できることとして、コミュニティの能力強化が重視されているということが挙げられます。例えば、ベ

トナムでは教育によってナショナル・アイデンティティの向上を目指していますし、バングラデシュやインドネシ

アの場合では、地域コミュニティがワークショップなどの活動を実践する単位として重要な役割を果たしてい

るということが指摘できます。

　さて、SDGs において「Goal 11」というものがあります。これは日本語では「住み続けられるまちづくりを」

と表現されているのですが、その中では「Goal 11-4」という更に細かい目標が設定されていて、この目標で

は、「世界の文化遺産や自然遺産を保護し、保っていくための努力を強化する」ことが書かれています。今回

の話はこの目標とも関係するところが大きいということも言えるかもしれません。更にはこの Goal 11 は、日本

語では「住み続けられるまちづくりを」と表現されているのですが、英語の方では、「Sustainable Cities and 
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Communities」と表現されています。つまり必ずしも街だけではなく、コミュニティ、すなわち人々の集団や

共同体も含むというように記されています。無形文化遺産としての伝統芸能というものを、フォーマル教育であ

れ、ノンフォーマル教育であれ、教育の中に組み込んでいくということによって、SDGs が目指す「Goal 4」、

すなわち教育を充実させていくだけではなく、SDGs の「Goal 11」、すなわちコミュニティを強化していくとい

う目標の達成にも貢献することが可能になるということが言えるかと思います。

　私からの報告は以上となります。ご清聴ありがとうございました。

【配布資料】
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【参考資料】持続可能な開発目標（SDGs）17の目標

Goal 1　貧困をなくそう (No Poverty)
　あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる
Goal 2　飢餓をゼロに (Zero Hunger)
　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する
Goal 3　すべての人に健康と福祉を (Good Health and Well-Being)
　あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する
Goal 4　質の高い教育をみんなに (Quality Education)
　すべての人々へ包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する
Goal 5　ジェンダー平等を実現しよう (Gender Equality)
　ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う
Goal 6　安全な水とトイレを世界中に (Clean Water and Sanitation)
　すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する
Goal 7　エネルギーをみんなに、そしてクリーンに (Affordable and Clean Energy)
　すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する
Goal 8　働きがいも経済成長も (Decent Work and Economic Growth)
　包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇
用を促進する
Goal 9　産業と技術革新の基盤をつくろう (Industry, Innovation and Infrastructure)
　強靱なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び技術革新の推進を図る
Goal 10　人や国の不平等をなくそう (Reduced Inequalities)
　各国内及び各国間の不平等を是正する
Goal 11　住み続けられるまちづくりを (Sustainable Cities and Communities)
　包摂的で安全かつ強靱で持続可能な都市及び人間居住を実現する
Goal 12　つくる責任　つかう責任 (Responsible Consumption and Production)
　持続可能な生産消費形態を確保する
Goal 13　気候変動に具体的な対策を (Climate Action)
　気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる
Goal 14　海の豊かさを守ろう (Life Below Water)
　持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する
Goal 15　陸の豊かさも守ろう (Life on Land)
　陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、ならび
に土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する
Goal 16　平和と公正をすべての人に (Peace, Justice and Strong Institutions)
　持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを提供し、あら
ゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する
Goal 17　パートナーシップで目標を達成しよう (Partnerships for the Goals)
　持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する
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東京文化財研究所 無形文化遺産部

無形文化財研究室長

前 原 恵 美

　当研究所無形文化遺産部 無形文化財研究室長の前原です。このセクションでは、前原と研究員の鎌田より、

当研究所で令和 2（2020）年春より行っている「伝統芸能へのコロナ禍の影響調査報告」を行います。まず私

からは、伝統芸能に関連する今年（令和 4（2022）年）の動向として 3 つのトピックを紹介したのち、当該調

査の手法の振り返りについて概要を報告いたします。

　伝統芸能を取り巻く今年の動向のトピックとして、まず伝統芸能に関する「発信」の転機が挙げられます 

（p.19 下）。例えば、専門雑誌の休刊として、歌舞伎に関する情報を多く含む『演劇界』が今年 3 月刊行の 4

月号をもって休刊することになったことは記憶に新しいと思います。また、テレビの地上波放送として、唯一伝

統芸能を継続して扱ってきたテレビ番組の再編が行われ、放送時間が 55 分から 35 分に大幅短縮されたこと

も話題になりました。

　ただし、一方では、伝統芸能の実演を発信するプラットホームとして、独立行政法人日本芸術文化振興会

の「国立オンライン劇場」や、松竹株式会社の「歌舞伎オンデマンド」などの整備が進んでいます。これらの

一連の動きはまだ流動的だと思われますが、いずれにせよ、伝統芸能を広く一般に認知してもらうツールに転

機が訪れており、伝統芸能のジャンルや関心の度合いなど、それぞれのニーズに応じて多様なツールが展開し、

その一部が定着し始めているとは言えるでしょう。

　2 つ目のトピックとしては、伝統芸能を支える楽器や大小道具、装束などを製作・修理する技、すなわち文

化財保存技術の継承に関して、「三味線製作技術」が国の選定保存技術に選定されたことが挙げられます 

（p.20 上）。

　これは 2 つの点で注目されます。まず、今回の選定が、昨年度（令和 3（2021）年度）の「箏
そう

製作技術」「三

味線棹・胴製作技術」に続き、日本の伝統的な楽器である箏、三味線に関わる技術に関する選定であった

点です。2 つ目に、昨年、今年の選定にともなうこれらの技術が個人の保持者ではなく、保存団体の認定であっ

た点です。伝統芸能に限らず、国の選定保存技術の保持者・保存団体の横の繋がりが模索される動きもあ

る中、伝統芸能においても、まず、昨年、今年と続いた箏・三味線製作に関わる保存団体が連携し、中心

となって、箏・三味線製作技術継承のための、より大胆な取り組みが可能になるのではないかと期待されます。

　3 つ目のトピックは、文化庁芸術祭のありようの変更、贈賞の終了が公表されたことです（p.20 下）。画面

では文化庁の HPより、「文化庁芸術祭について」のページをそのまま引用しました。青い下線部は、これま

での文化庁芸術祭、赤の下線部はこれからの芸術祭に関わる部分です。

　これまで文化庁芸術祭は、「芸術の鑑賞の機会を提供」し、かたや「芸術の創造とその発展を図る」ことに 

「伝統芸能へのコロナ禍の影響調査報告」
今年の動向と調査手法の振り返り　
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より、「我が国の芸術文化の振興に資する」べく、終戦直後よりこれまで 76 年間続いてきました。公演は主

催公演、協賛公演、参加公演および参加作品からなり、参加公演・参加作品については、成果に応じて文

部科学大臣賞（芸術祭大賞、芸術祭優秀賞、芸術祭放送個人賞、芸術祭新人賞）が贈られてきました。今

後は、赤字のように参加公演・参加作品の募集および贈賞を今年度で終了し、来年度（令和 5（2023）年度）

以降は、優れた芸術文化活動を行う個人を顕彰する制度の充実を検討することになりました。

　このように文化庁芸術祭は、伝統芸能にとって、鑑賞者が鑑賞の機会を得て、実演家が創造のきっかけや

動機を得るとともに、贈賞が実演家の客観的評価のアイコンとして定着していたと考えられ、76 年の積み重ね

により、鑑賞者および実演家の双方に対して、伝統芸能においても普及・継承の後押しをしてきたと言えます

（p.21 上）。したがって、このたびの文化庁芸術祭のありようの変化と、参加公演募集および贈賞終了、それ

にともなう芸術文化活動を行う個人の顕彰制度の充実について、動向が注目されます。

　次に、当研究所で令和 2（2020）年春より継続している「伝統芸能へのコロナ禍の影響調査」の手法の振

り返りについて、簡単に報告します（p.21 下）。そもそもこの振り返りの発端は、新型コロナ禍の伝統芸能の

情報源を見直す時期に差し掛かっているのではないか、と考えたことにあります。というのも実演（公演）に

ついては、新型コロナと共存しながらも、一時、公的支援の影響もあって増えていた有料・無料の配信が

少し落ち着き、対面の公演に戻りつつあるという傾向が明らかになってきたからです。こうした状況にともな 

い、令和 2（2020）年～令和 3（2021）年に比べて、当研究所が情報源としているウェブ上の情報が、実態に即

していない、あるいは連動しきれていない可能性があるのではないかということを、情報の入力作業を行う中

で実感として感じるようになりました。特に、伝統芸能の中でも邦楽ジャンル、また大都市ではない地方の公

演や小規模会場での公演については、収集しきれていないという懸念が拭いきれませんでした。そこで、この

たび、令和 4（2022）年 7 月の公演情報について、本調査の公演数と紙媒体情報誌に掲載された公演情報を

試みとして照合し、本調査の公演情報が実態とどの程度「ずれている」可能性があるのか検証してみました。

　今回試みとして照合した情報誌は『邦楽ジャーナル』7 月号です（p.22 上）。私たちが邦楽ジャンルの情報

収集に懸念を覚えていたのに対して、『邦楽ジャーナル』は邦楽ジャンルの公演情報を幅広く、きめ細かく収 

集・掲載しているというのがその理由です。ただし、両者で取り上げるジャンルは異なるものの、今回は敢え

て統一せずに比較しました。というのも、今回の比較の目的は、当研究所の本調査で不足している情報の傾

向をおおまかに掴むことにあるからです。

　実際に比較してみたところ、本調査と『邦楽ジャーナル』では、いずれも邦楽の公演情報を収集対象に含

めているにもかかわらず、本調査で収集できていない『邦楽ジャーナル』の公演情報が 90 件認められました 

（p.22 下）。これは、本調査が邦楽の公演数を1割程度収集できていない可能性があることを示します。さらに、

本調査で収集できていない公演情報の傾向を見ると、ジャンルとしては、まず多いのが和太鼓の 23 件、次い

で三曲合奏などの伝統的な組み合わせ以外の伝統楽器を含むアンサンブル、つまりピアノやほかの西洋楽器、

シンセサイザーなどとのアンサンブルがここに含まれ、19 件でした。

　一方で、都道府県による収集できていない公演数の格差はあまりありませんでした。ただしこの原因は、

当調査が収集できていない公演情報が、大都市の小規模会場（例えばライブハウスやカフェ、ギャラリーなど：
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23 件）と地方の劇場、ホール等にまんべんなく分布していることに起因していると思われます。つまり、情報

の地域による量的格差はないが、いずれの地域においても、会場規模こそ異なるが、まんべんなく収集でき

ていない情報がある、ということに他ならないと考えられます。

　以上の試験的な比較により、本調査手法の振り返りをまとめます（p.23 上）。邦楽の実際の公演数は、本

調査より1 割程度多い可能性があると推測されます。そのことにより、都道府県別公演数の割合が大きく変

わる可能性は低いものの、和太鼓、次いでアンサンブルの公演について、収集できていない確率が高いと考

えられました。また、収集できていない会場規模の内訳は、都市部の 100 席以下、次いで都市部以外の 501

〜 1000 席と推定されました。

　これらの比較は大まかなもので、厳密ではありませんが、それでも、邦楽の公演数の実数については、今

回の振り返りの結果を念頭に置く必要があると感じました。一方で、現在のところ、邦楽以外の歌舞伎、能楽、

雅楽、浪曲以外の話芸と言われる落語、講談などの演芸については、今回比較した邦楽ほどは、実際の公

演数との間に隔たりがあるとは予想していません。というのも、これらの各ジャンルについては協会、保存会

等の組織、ないしジャンルに特化した情報 HP が比較的充実しており、そこから実際の公演数および詳細（実

際の席数、入場料詳細等）の概要には、なんとか辿り着いていると推定しているからです。ただし、折りを

見てこれらも精査の必要があることは心に留めておきたいと思います。

　本調査の振り返りを経て、今後の本調査については、まず今回の調査方法、振り返りについて、さらに整

理した上で、当該調査を更新している当研究所 HP上で、概要を公表する必要があると考えています（p.23 下）。

その上で、本調査自体は、情報源を明記しつつ、これまでの方法を踏襲して、経年的に同じ情報源から得ら

れる分析結果を更新していきたいと思っています。

　以上で私からの報告を終わります。続きまして、これらのトピックス、調査方法の振り返りを踏まえた上で、

本調査のこの一年の経過について、概要を鎌田より報告いたします。ご清聴ありがとうございました。
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【配布資料】
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「伝統芸能へのコロナ禍の影響調査報告」
当研究所のweb 収集情報より

東京文化財研究所 無形文化遺産部

研究員

鎌 田 紗 弓

　私からは、伝統芸能における新型コロナウイルス禍の影響調査について、当研究所のホームページ上で公

開してきた情報に基づき、全体の傾向と令和 4（2022）年 11 月現在までの動きを報告します。

１．データをみるにあたって：本調査の対象と範囲

　無形文化遺産部では、令和 2（2020）年 4 月から「伝統芸能における新型コロナウイルス禍の影響」として、

伝統芸能公演の開催・延期・中止情報を継続的に調査し、ホームページ上で公演件数やその推移を示すグラ

フを公開してきました（p.27 下）。更新はおよそ月に一度の割合で、直近では 11 月16 日に更新されています 

（当フォーラム開催時）。

　前回までのフォーラムをご覧いただいた方には繰り返しになってしまいますが、数字やグラフを見るにあたり、

注意すべきことを大きく2 つ挙げます。第一に、公演情報のみからは捉えられない影響について。公演の開催・

延期・中止などは時期によって明確に件数が移り変わるので、感染拡大状況から受けた影響というものを比

較的捉え易いデータではあります。ただし、伝統芸能は一つ一つの実演の機会だけでは決して成り立ちません。

例えば、単独の公演に限らず長く使われる衣装や楽器、小道具、大道具を製作する立場など、ここに反映さ

れない影響がとても大きいことは、これまでも指摘されてきました。

　第二に、前原室長からも言及があった通り、公演調査そのものの典拠と作業の範囲について。本調査は、

インターネットの公開情報を元に継続されてきました。特に新型コロナ禍当初、チラシなど紙媒体では辿りき

れないスピードで、開催情報が日々変化していったためです。ただし、継続的に調査に当たる中では、インター

ネットから収集できる情報量にも地域・ジャンル・会場によって差があることが実感されています。様々な課

題のあるデータということを踏まえて、グラフや表を見ていきます。

２．調査報告：2022 年 11月16 日更新データより

２－１．累計件数

　こちらは令和 2（2020）年以降、伝統芸能に関わる事業がどのくらい中止・延期されてきたのかを累計で示

すグラフです（p.28 上）。「関連事業」として公演のみならず、伝統芸能に関わるワークショップ、実演を伴わ

ない展示なども対象としていますが、結果としては公演が 9 割以上を占めています。

　再開・開催できた件数も 8 割以上は公演ですが（p.28 下）、中止・延期件数では数％台だった展示が、

13% を占めています。入館時間ごとの人数制限など、人の密集を避ける対策の上で比較的早くから再開してい
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たことが、特に令和 2（2020）年の情報量に影響したと思われます。

　全体に公演が占める割合は、中止・延期／再開・開催のいずれも、令和 2（2020）年からほぼ変わってい

ません。一方で、関連事業全体の累計件数を見てみましょう（p.29 上）。約 1 年前のデータ、令和 3（2021）年

11 月 22 日公開分と比較すると、中止・延期が 5935 件から 6199 件に、再開・開催は 15068 件から 24650

件になりました。つまり、ここ1 年で収集された情報のうち、中止・延期の増加は 264 件にとどまり、再開・

開催の増加は 9582 件ということになります。ただ、注意を要するのがそれらを合計した件数です。ここ1 年

の情報は 30849 件中 9846 件と、今より明らかに公演が打ち出しづらかった 2 年間を含むデータの中で、わ

ずかに全体の 3 分の 1 に届いていません。つまり、調査範囲では中止・延期がだいぶ少なくなっているにも

かかわらず、必ずしもそれを含めた分ほど再開・開催の件数が伸びていないことが指摘できます。

２－２．都道府県別の件数

　都道府県・ジャンル・会場規模別に、内訳について見ていきます。

　こちらは都道府県別の表ですが（p.29 下）、大まかな傾向は、令和 3（2021）年度とあまり変わっていません。

いわゆる都市部や、公演の拠点となる文化施設を有するところが件数の多くを占めています。目立つのは再開・

開催 20386 件のうち14713 件、約 7 割以上を占める東京都で、大阪府、京都府、愛知県、兵庫県、神奈川

県、福岡県と続いていきます。また、あまり調査が追いついていないことも予想されますが、能楽堂などを有

する石川県、そして沖縄県の件数も注目されます。

２－３．ジャンル別の件数

　こちらはジャンル別の件数で、再開・開催の割合です（p.30 上）。歌舞伎や能に並ぶ落語・演芸の公演数

の多さが目を引くことをはじめ、これまでの年度からあまり変化は見られません。ただし、ジャンルに関して収

集できた情報の範囲には、実演家・実演団体の所属協会、興行会社、会場ホームページなど、「まとまった 

ウェブ発信の基盤が新型コロナ禍以前に整っていたかどうか」が大きく影響していると思われます。そのよう

なページを主な情報源とし、そこから個別の出演者等をたどって詳細を補うという調査手法のため、個人の

SNS やホームページのみで発信された情報までは網羅できていないためです。

２－４．会場規模別の件数

　会場の規模です（p.30 下）。再開・開催の円グラフに「※席数制限を反映させたもの」とあります。たとえ

公演数自体が戻っても、定員 50％などの制限を課されている場合、経済的影響は会場規模が大きいほど深

刻になります。

　令和 4（2022）年 11 月時点のデータでは、令和 3（2021）年度まで大きく伸び悩んでいた 1001 席以上の再開

件数の増加が注目されます。昨年 11 月時点ではわずか 278 件だったのですが、ここ1 年の収集を経てようや

く中止・延期の件数を抜き、1713 件となっています。要因の一つには、歌舞伎座の制限緩和が挙げられるで

しょう。幕見を除く客席数 1808 席に対して、令和 4（2022）年 1 月から7 割弱の 1231 席、さらに 8 月から花
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道両脇の席を除く全座席 97.3% で観劇できるようになりました。

２－５．月別の推移

　最後に、改めて令和 2（2020）年から令和 4（2022）年の推移を追っていきます。折れ線グラフは、中止・延

期を青、再開・開催を赤として、月別の公演数を示したものです。スライド上で、こちらに感染拡大状況など

注目される動きを重ねて見ていきます。なお、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置には地域ごとの違いが

ありますが、全国規模の推移との関連が見込まれるものに絞って、大まかな期間のみ示します。

　令和 2（2020）年は、自粛要請や緊急事態宣言に対する反応の大きさが特徴的です（p.31 上）。まず、2 月

から 3 月にかけて中止・延期件数が一気に伸びています。これは 2 月 26 日に、当時の首相から 2 週間程度

のイベント開催自粛要請があったことへの反応と考えられます。いわゆる第 1 波で、4 月から各地に次 と々宣

言が発出される中、5 月まで毎月1000 件以上の中止・延期情報が収集されています。一方、5 月 25 日に宣

言が全面解除になってからは公演が徐々に再開され、7 月には中止・延期件数を抜いています。8 月にピーク

となった第 2 波には宣言が出されなかったことも一因し、秋にかけて公演数が回復していったと捉えられます。

　令和 3（2021）年には、感染拡大第 3 波から第 5 波があり、宣言も複数回発出されました（p.31 下）。第 3

波の緊急事態宣言に対しては、令和 2（2020）年 11 月・12 月に 20 件程度に落ち着いていた中止・延期が、

再び 100 件以上に転じるという推移が見られます。第 4 波では宣言の対象地域拡大や期間延長が続く中、5

月には再び中止・延期と再開・開催の件数が近づきました。しかし逆転には至らず、6 月以降の中止・延期

は 2 桁台にとどまっています。この要因ははっきりとは分かっていません。ただ情報収集に当たった範囲では、

手指消毒・マスク着用・収容率制限などの対策がある程度確立したことで、対策を前提に公演を続けようと

いう向きがあった印象を受けます。

　令和 4（2022）年では、オミクロン株による感染例が急増した第 6 波により、1 月・2 月は中止・延期が増

加傾向にありました（p.32 上）。4 月から 6 月にかけてはほぼ横ばいで、オミクロン株 BA.5 による第 7 波の始 

まった 7 月、やや中止・延期が伸びています。なお、灰色で示している11 月・12 月にかけては、今後の調

査で件数が変わってくると思われます。

　3 年分を並べるとこのような推移になります（p.32 下）。黄色で囲った令和 4（2022）年に入って、季節による

動きはありつつも、件数の推移としてはある程度落ち着いたと捉えられます。ただし、それがイコール「回復」

ではないことは再度強調しておきます。新型コロナ禍以前の公演数には戻っていないだろうという中で第 8 波

に入り、今後も影響は続くと思われます。私からの報告は以上です。
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事例紹介①

事例紹介①　独立行政法人日本芸術文化振興会「伝統芸能伝承者の養成事業」

独立行政法人日本芸術文化振興会 理事

櫻 井 　 弘

　日本芸術文化振興会の櫻井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。私ども、日本芸術文化振興会

の国立劇場各館で行っております、伝統芸能伝承者の養成事業における新型コロナウイルスの影響ということ

について、今日は事例紹介ということで御報告をさせていただきます。ただ、本題に入る前に、意外に知られ

ているようで知られていないところもあると思いますので、養成事業の大まかな概要とそれから令和 2（2020）

年以前、新型コロナ禍前の段階での課題や問題について先にお話をさせていただきたいと思います。

　資料 1（p.37 上）を御覧ください。現在、私ども日本芸術文化振興会では、伝統芸能分野では歌舞伎、大

衆芸能、能楽、文楽、そして沖縄の組踊について、それと新国立劇場で行っております、現代舞台芸術のオペラ、

バレエ、演劇の各分野について、合わせて 12 のコースで養成・研修を行っております。

　今から 56 年前、昭和 41（1966）年に国立劇場が開場いたしまして、伝統芸能の公開、調査研究、それと

共に伝承者の養成ということが三つの柱として設立目的の一つに掲げられておりました。数年間の準備期間を

経まして、昭和 45（1970）年度から歌舞伎俳優の養成事業がスタートいたしました。その 2 年後、今からちょ

うど 50 年前になりますけれども、昭和 47（1972）年 3 月に歌舞伎俳優研修の第 1 期生 10 名を送り出しました。

当時、昭和 40 年代の初頭というのは、歌舞伎俳優、特に若い世代の減少が非常に目立ち、年齢構造もいわ

ゆる逆ピラミッド型になっておりまして、存続の危機が予測されたことから、明治以降積年の課題でありまし

た学校方式での養成教育がスタートいたしました。昭和 47（1972）年には、同じく後継者不足が叫ばれており

ました文楽の研修が始まり、以後、この表にございますように、昭和 50（1975）年からは歌舞伎音楽の竹本、

国立演芸場の開場に伴って、昭和 55（1980）年からは大衆芸能の寄席囃子、昭和 56（1981）年には歌舞伎音

楽の鳴物、昭和 58（1983）年の国立能楽堂開場に伴って能楽（三役）、それから翌昭和 59（1984）年の国立文

楽劇場の開場に伴って文楽研修の本拠地を東京から大阪に移すという形で進めてまいりました。それから平

成 16（2004）年の国立劇場おきなわの開場に伴って組踊の研修を開始して、現在、伝統芸能部門は 9 つのコー

スを開設しております。一方、現代舞台芸術の方では、平成10（1998）年に新国立劇場オペラ研修所が設置され、

順次、バレエ研修所、演劇研修所も設置され、今日に至っております。

　資料 2（p.37 下）を御覧ください。伝統芸能 9 つのコースと、現代舞台芸術 3 つのコースのそれぞれ左か

ら応募資格、研修期間、受験料、受講料・授業料、それから奨励費、これは伝統芸能の方では伝承奨励費、

それから現代舞台芸術の方では研修奨学金と呼んでおりますけれども、その有無をまとめたものでございます。

ちなみに、伝統芸能の奨励費は、大体研修生一人当たり月10 万円前後を貸与いたしております。これは貸与

型です。ただ修了後 3 年間、その分野で実演家として活躍すれば返済義務がなくなるというようなシステムに

なっております。伝統芸能系では、この表をご覧いただければ分かりますが、ほとんどのコースで未経験者で

も応募が可能です。全くやったことはありません、という方でも応募は可能といたしております。それに対して、
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現代舞台芸術の方では、既に専門系教育を受けていて、ある程度のキャリアがある人に限られるということ

が大きな違いであるということをお分かりいただけると思います。

　私どもは、その 2 つを区別する為にも、前者の伝統芸能の方は「養成」（表の緑色の部分）、それから現

代舞台芸術の方では「研修」（表のオレンジ色の部分）というように言葉を使い分けております。間の沖縄の

組踊は両方のミックスという部分がございます。

　資料 3（p.38 上）を御覧ください。ここからは組踊研修を除く、歌舞伎、能楽、文楽、大衆芸能の伝統芸

能についてお話をさせていただきます。第 1 期歌舞伎俳優の研修生を送り出してちょうど 50 年経つわけです

けども、これまで 450 名程が研修を修了いたしまして、現在もその 6 割程度の 267 名が各分野で活躍をして

おります。その比率を見ますと、左上の歌舞伎では、歌舞伎俳優は 3 割以上、歌舞伎音楽の竹本は 9 割近く、

鳴物は 4 割近く、長唄は 2 割近くを研修修了者が占めています。右に行きまして、能楽（三役）に関しては 1

割ぐらいです。文楽はもう既に 5 割を超えまして、現在の技芸員総数の 6 割近くが研修修了者となっております。

それから大衆芸能の寄席囃子は 9 割以上、太神楽も 4 割以上の研修修了者がこの各分野の第一線で活躍し

ております。

　研修制度の立ち上げや、歌舞伎俳優研修生の第 1 期生を送り出すまでのことに関しては、ここにご紹介し

ます、国立劇場の初代調査養成部長であった佐々木英之助さんという方がお書きになりました『日本一小さく

て贅沢な学校　国立劇場歌舞伎俳優養成の記録』という本が平成 5（1993）年に出版されました。もしご関

心のある方は入手されてお読みいただければと思います（p.38 下）。

　養成の各分野について、ジャンルごとのばらつきは確かにありますが、今から10 年ぐらい前まではほぼ順

調に進んでおりました。しかし、平成 27（2015）年ぐらいから少し風向きが変わってまいりました。それが最

も分かりやすい形で現われたのは、応募者が減少してきたということでございます。ここからは、そのお話を

少しさせていただきます。

　資料 5（p.39 上）を御覧ください。これは募集した年度ごとの応募者数の推移を表にしたものです。毎年

募集はしておりませんでしたので、募集する年もあればしない年もあります。例えば歌舞伎俳優研修では、平

成 15（2003）年度に募集して 16 名応募があり、研修は平成 16（2004）年度と平成 17（2005）年度の 2 年間で行

うということになります。

　歌舞伎俳優は平成 20 年代の前半までは、年によってばらつきがあったり、テレビや新聞に取り上げられる

と応募者が多くなったりということはありましたけれども、大体 15 名から 20 名ぐらいの応募があって、そこ

から選考して 2 年間の研修を経て 1 期について 10 名ぐらいを送り出すという形が続いておりました。しかし、

平成 30（2018）年度の募集では応募者が初めて 10 名を割り、9 名となりました。歌舞伎俳優研修にご協力い

ただいております一般社団法人伝統歌舞伎保存会様の強いご要望もありまして、翌令和元（2019）年度からは、

まだ新型コロナ禍前ですけども、それまでの 2 年に一度の募集を見直して毎年募集することに切り替えました。

それでも令和元（2019）年度の応募者は 2 名。新型コロナ禍での募集となった令和 2（2020）年度は 9 名に一

時持ち直しましたけれども、翌令和 3（2021）年度はまた 4 名にとどまっているという状況が見てとれると思い

ます。文楽も歌舞伎と同様に、公益財団法人文楽協会様からも御要望がありましたので、令和 3（2021）年度
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から毎年募集に切り替えております。やはり高校や中学を卒業される方は毎年いらっしゃるので、タイミングが

合えばいいのですが、そうでない場合は 1 年待っていただくということに今までなっていたのを、経費の問題

等いろいろありますが、毎年募集という形に歌舞伎俳優と文楽は切り替えをしております。能楽は 6 年に一度

の募集だった平成 19（2007）年度の応募者が 11 名でしたが、平成 25（2013）年度には 7 名となりました。平

成 28（2016）年度からは元の 3 年ごとの募集に戻しましたが、それでも新型コロナ直前の令和元（2019）年度

は 3 名というように、減少傾向に歯止めが掛からないという状況が続いております。理由としては、勿論募集

についての我々の広報不足、PR 不足もあるとは思いますけれども、やはり少子化や学校教育の中で伝統芸

能に触れる機会が少なくなっているなど、様 な々要因が考えられると思います。それを踏まえまして、平成 30

（2018）年度から養成部門を担当している国立劇場の調査養成部、国立能楽堂、それから大阪の国立文楽劇

場、それぞれの担当部署が定期的に集まりまして、養成事業の「在り方検討会」を立ち上げて、問題点、課題、

それから対応方針について議論いたしました。

　その結果が次の資料 6（p.39 下）です。まず挙げられる問題点としては応募者が少なくなっていること。

それから、せっかく研修生になってくれたのだけども、1 か月、2 か月で様 な々理由で辞めていくという問題が

あります。それから、就業後、研修は修了して歌舞伎俳優や文楽技芸員になったのだけども、1 年、2 年持

たずに辞めていってしまうという例もございます。これら研修生側の問題だけでなく我々サイドの問題点も指

摘されました。国立劇場の本館、能楽堂、文楽劇場と、それぞれジャンルが違うので実際の研修は各劇場で

行いますが、募集に関する情報の共有や、広報や募集事務における無駄も問題点として挙げられました。

　対応の方針としましては、第一に広報を強化していくこと。それまでは新聞広告やポスター、チラシに頼っ

ていたところを、Web などいろいろな広報手段を使ってみる。それから研修生への支援の充実。奨励費を貸

与するだけではなくて、例えば住宅問題や心のケアという問題の対処の必要も論じられました。とくに地方か

ら来た人たちには、従来も職員宿舎の一部を使っていただいたりしていましたけれども、それでもやはり足り

ない場合は住宅費の補助を出すとか、また、メンタル面でのサポート体制も作りつつあります。それから、研

修制度や我々の組織の見直しということもやらなくてはいけないということで、順次、予算要求等もいたしまし

て、少しずつ拡充しつつある中での新型コロナ禍ということになりました。これが新型コロナ前夜、令和2（2020）

年 2 月半ばまでの養成事業の現状でございます。

　次に、令和 2（2020）年の、特に 3 月から 5 月までの緊急事態宣言が出ていた時期の研修についてお話をい

たします（p.40 上）。

　ちょうどその年は寄席囃子の研修生が 2 名、能楽の研修生が 2 名、計4 名が修了する年に当たっていました。

修了発表会がこのままではできないという状況でしたので、やむを得ず、関係者、限られた講師の先生とご

家族のみに御覧いただくという形で、感染症対策を十分に取りながら修了発表会を行いました。年度が変わっ

て、令和 3（2021）年度は合計 13 名の新人を迎える年で、すでに選考試験まで終わっていたのですが、その

13 名が開講式もできないままに約 2 か月間、何の研修もできなかったという状況でした。その中で、やはり養

成担当者もいろいろ工夫をいたしまして、これは新人ではなく既に 1 年研修が終わって 2 年目以降に入った研

修生が対象ですが、例えばリモートで研修をするということも一部のコースでは行いました。
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　研修が 6 月から再開いたしまして、最初はマスクをして衝立を立ててという形で行いましたが、やはりマスク

をしての研修だと口の形が見えない、肝心なところが伝わらないので、更に衝立で囲って換気等の感染症対

策を行いながら研修をしておりました。

　新型コロナ以前からの課題として先程申しましたように、応募者の減少ということがございました（p.40 下）。

それから新型コロナ禍では、様々な工夫をいたしまして、リモート環境でもできることを模索しました。座学、

いわゆる演劇史の授業とかそういったこともやりましたけれども、やはりほとんどの授業（研修）がリモートで

は行えないものでした。当たり前の話ですけれども、技芸というものは人から人へと直接伝えられるべきもの

であるということを再認識しました。ただ、今後これから世の中がどうなっていくか分からない、授業や稽古

だけでなく、研修生に対する物心両面での様 な々支援を行っていく。例えば、養成の担当者から連絡がある

だけで安心するということがありましたので、そういった心のケアも含めて、今後起こり得る様 な々状況に対応

できる準備をしなければならないということが身に染みて分かった数か月でもありました。そういった経験を

今後に活かす、伝統芸能の灯を絶やさないためにも、養成研修は続けていかなければならないのだなという

ことを改めて認識した次第でございます。

　以上でございます。

櫻井 弘（さくらい ひろし）
独立行政法人日本芸術文化振興会 理事

昭和58（1983）年 7 月　国立劇場文楽劇場準備室に入職

昭和59（1984）年 4 月　国立文楽劇場（調査養成課・企画制作課）

平成 6（1994）年 4 月　国立劇場（芸能調査室）

平成 10（1998）年 4 月　国立能楽堂（調査養成課）

平成 13（2001）年 10 月　�国立劇場（文化デジタルライブラリー課・資料サービス課）

通算 20 年間、各館の公演記録収録業務に従事。

平成 23（2011）年 4 月　国立文楽劇場企画制作課長

平成 24（2012）年 4 月　国立文楽劇場部長

平成 27（2015）年 4 月　国立能楽堂部長

平成 30（2018）年 4 月　�日本芸術文化振興会 理事 [ 現職 ] 

（調査養成部・国立能楽堂部・国立文楽劇場部担当）

〈参考〉

・独立行政法人日本芸術文化振興会 HP　https://www.ntj.jac.go.jp/
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【配布資料】
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公益社団法人日本芸能実演家団体協議会

布 目 藍 人

　ただいま御紹介にあずかりました、日本芸能実演家団体協議会（以下、「芸団協」）の布目藍人と申します。

よろしくお願いいたします。私は芸団協の様々な事業の中から、伝統芸能の普及を目的とした事業について、

主に新型コロナに関する取り組みを中心に幾つか事例を御紹介申し上げたいと思います。

　まず、芸団協がどのような組織であるかについて、簡単に御紹介させてください（p.46 下）。芸団協という

のは実演家やスタッフ個人ではなく、その統括団体を会員とする組織です。つまり、芸団協には実演家個人は

所属しておりません。

　芸団協を構成する実演家団体は 77 ございます（p.47 上）。意外に思われる方も多いのですが、実は芸団協

には「伝統芸能」というセクションはございません。例えば、「演劇部門」には、これらは五十音順で記して

いますが、一番左上にJapan Action Guildというアクション俳優のギルド、それから下のほうに日本人形劇人

協会や日本モデルエージェンシー協会などがございますが、その中に日本俳優協会（歌舞伎俳優の協会）、人

形浄瑠璃文楽座（文楽の技芸員の方の協会）、そして能楽協会などが所属しています（p.47 下）。「邦楽部門」 

は、皆さんが想像される邦楽です（p.48 上）。そのほか今日のテーマに関わる領域ですと、「舞踊部門」に

は日本舞踊協会が所属していますし、「演芸部門」には漫才や落語などいろいろなものがあって、上方落語、

それから太神楽、講談、浪曲といったものが、この中に位置しています（p.48 下）。こうして一般には、「伝統

芸能」にくくられている様 な々芸能が、様 な々セクションにちりばめられているという形です。後ほど仲嶺さん

からも御紹介がありますが、沖縄の芸能に関するものや、民俗芸能に関するものは、芸団協の中では「その

他の部門」に位置づけております（p.49 上）。

　次いで芸団協が行っている事業について、御紹介をさせてください（p.49 下）。まず一番上は現在の主力事

業である「実演家著作隣接権センター事業」（通称「CPRA 事業」と呼ばれる）です。こちらはテレビやラジ

オなどの放送で音源が使用された際の 2 次使用料を実演家に代わって放送局から徴収し、実演家に分配す

るという性格の事業です。こちらは本日のテーマに直接的には関係いたしませんので、詳細は割愛いたします。

次いで「調査研究・政策提言事業」というものを行っています（p.50 上）。実演芸術を取り巻く環境の変化や

現況を把握し、実演芸術に関する法律や施策を策定する際の裏付けとなるデータや資料等を構築する「調査

研究事業」と、実演芸術の専門家としての声を政治や社会へ届けることを目的に、関係団体と協力し文化芸

術に関する様 な々課題の解決に向けて政策提言活動を行う「政策提言事業」がございます。これらの事業は

2 つには分かれてはいますが、現実には表裏一体であると考えていただいて問題ありません。これらの活動に

ついては令和 3（2021）年 11 月 27 日の読売新聞 夕刊 6 面、同年 11 月 22 日の毎日新聞 夕刊 7 面に取り上げ

られました。

　例えば、新型コロナ禍になった令和 2（2020）年度には、芸団協傘下の 77 の団体、あるいは関連する公益

事例紹介②　「キッズ伝統芸能体験」ほか体験型事業の取り組み
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社団法人全国公立文化施設協会（全国公文協）といった組織に、令和元（2019）年度と比べてどれぐらい減

収がありましたかということを尋ねました（p.50 下）。ポピュラー音楽では 79%、クラシック音楽で 55% 減収

したということが明らかになる中で、伝統芸能は 57% の減収であったことが明らかになっています。当時、か

なり苦境が伝えられていた航空産業の減収率が 52%、飲食が 27% でしたので、これらと比べても遜色ない、

というのは言葉として間違っているかもしれませんが、比肩しうる減収率だったと言うことができます。社会的

影響力という意味では、随分パイが違いますけれども、芸術家はこの新型コロナ禍の中でかなり苦しい目に

遭っているんですよということを、大手メディアを通じて世論を喚起したり、あるいはこの調査に基づく調査報

告書であるとか、あるいは政策提言書のようなものを大臣、あるいは政府といったものに手交する、いわゆる

ロビー活動を行ったりというようなことを行うのが、芸団協のとても大きな仕事の一つです。

　前置きが大変長くなりましたが、最後は「実演芸術振興事業」です（p.51 上）。事業の目的は、実演芸術

の魅力や価値をより多くの人々に知ってもらう、実演芸術における創造・継承・発展のサイクルを豊かに循環

させる、本日のお題そのもののような事業を行っているセクションです。実演家が活躍できる場、そして実演

芸術に親しむことができる場。送り手と受け手双方の環境をつくり出すのが実演芸術振興事業であると私は

考えています。平成 17（2005）年に始動した「芸能花伝舎」もその活動の一つです。西新宿の高層ビル街にご

ざいます、旧淀橋第三小学校 1 棟を丸ごと借り受けて、それを稽古場や事務所利用に耐え得る形にリノベー 

ションして開放し、好評を得ております。

　ところで、新型コロナと伝統芸能について語る上で外せない問題として東京 2020 オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会がございます（p.51 下）。いわゆる東京オリパラと呼ばれたものですけれども、この東京オリンピッ

クに際して、ここにいる皆様方ですと文化プログラムの施行がその開催都市の責務であるということは、もう

耳にタコができるほどお聞き及びかと思います。その流れに乗じてクールジャパン戦略や、あるいはインバウン

ドへの対応といったものが強く打ち出されるようになりました。ここでは明言は避けますけれども、折からの

ナショナリズムの高揚であるとか、国威発揚の側面もあったのではないかというように推察いたします。こう 

いった需要と伝統芸能が一部マッチし、伝統芸能の体験事業の機会が激増いたしました。この過供給状態

と新型コロナが重なって、先程の櫻井さんの発表にもございましたとおり、様 な々問題が顕在化したというの

が実際のところであったかと思います。

　では、この芸団協傘下の 77 の団体と、それから主催の東京都やアーツカウンシル東京と共同して、芸団協

がどういったことを行っているかについて、簡単に事業について御説明いたします。

　まずは、「キッズ伝統芸能体験」（以下、「キッズ」）です（p.52 上）。東京都、それからアーツカウンシル東京、

芸団協の三者が共同で主催する「本物体験」を打ち出したプログラムです。現役で舞台に立つプロの実演家

から子供たちが直接指導を受け、約半年間の稽古の後、国立劇場や宝生能楽堂などの舞台に立つことを目

標の一つとしています。昨年度（令和 3（2021）年度）は定員 190 名に対し、1433 名もの応募があった、大変

人気の高い事業です。お手元にお配りいたしました資料の中に、薄水色の見開きパンフレットが入っていると

思いますが、それがキッズのパンフレットになります。能楽それから長唄、三曲、日本舞踊といった各協会の

協力を得て行っています。今画面に映しておりますのは、新型コロナになる前の様子です（p.52 上：上段写真
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2 枚）。左側は、みんなで先生から手ほどきを受けているところ、右側は発表会での連吟の様子です。続いて、

こちらは本当にあからさまに新型コロナ禍だなということが分かる写真ですけれども（p.52 上：下段写真 2 

枚）、事業の内容は一変いたしました。

　実施に至るまで相当な押し問答がございました（p.52 下）。例えば、稽古の日は朝起きてからまず検温をす

ることなどをはじめとし、ガイドラインをかなり強く策定いたしました。このガイドラインについても、我々が

基本となる案を東京都あるいはアーツカウンシル東京に対してサジェストして、こちらのサジェスチョンがリジェ

クトされて……。それを何度も何度も繰り返して、ここまであなた方がおっしゃるのであればやりましょう、とおっ

しゃっていただけるところまで持っていきました。もっともやると決まると、行政の方々はアクションが早いので、

専門家の監修を得て感染症対策の厳格化を進めたりというようなことを経て、何とか事業実施にこぎつけたと

いうのが実際のところです。感染症対策、稽古や発表会に係るガイドラインの策定は今申し上げたところです

が、そのほか当時東京都のルールとして推奨されていた 4 平方メートル当たりに一人というルールをキッズにも

適用して、稽古場ごとの参加人数を算出しました。それから稽古日の朝の検温だけでなく、マスクの着用や、

手指消毒といったことの徹底は、参加者にも講師にも保護者にも求めました。

　さらには連絡体制の一本化も図りました。新型コロナによっていろいろと即時対応しなくてはいけないこと

が多くなりましたので、担当者にとってはかなりの負担ではありますが、事務局の方に何かがあれば連絡を1

本もらうということにいたしました。また、保護者の方々には、子供たちがこのお稽古を通して成長していくさ

まを見守っていただき、ご家族で話題にしたり、興味関心を持っていただきたいところではあるのですが、万

が一のことがあってはいけませんので、保護者参観は取りやめたりしました。そういった細かいところに至る

まで、東京都とアーツカウンシル東京と芸団協の中で様 な々ルールを定めて今日に至っております。

　どういうことを具体的にしているかについて、いくつか御紹介いたします（p.53 上：上段左写真 2 枚）。左

側の写真はお箏を習っている様子です。例えば、爪をはめたり、床に手をついてお辞儀をするなどのタイミン

グごとに、講師が子供たちのところにササっと近寄って行って、アルコール消毒をします。これは今でも必ず

行っています。右側は小鼓のお稽古の様子ですが、畳一畳に対して子供一人が座るようにして、その中で稽

古が完結するようにしています。鼓を持つとか、例えば足を触ってしまったとか、何かあれば先生がササっと

寄って行って、アルコールで消毒をします。子供たち同士でコミュニケーションが図れるようなお稽古とは言い

難い状況ですけれども、この事業を安全に実施するためには致し方ないと考えております。例えば、こちら 

（p.53 上：上段右写真 2 枚）、左側は篠笛ですけれども、子供と子供の間はパーテーションで仕切られており

ます。右側は三味線のお稽古の様子ですけれども、こちらも同様に子供と子供の間をパーテーションで仕切っ

ております。あるいはこちら（p.53 上：下段左写真 2 枚）、狂言の先生も日本舞踊の先生も、マスクの上にフェ

イスシールドを着けております。これは一昨年（令和 2（2020）年）の様子ですけれども、実際には、フェイスシー

ルドの効果というのはかなり危ぶまれてはいましたが、少しでも安心感を増すためにはできる限りのことをやり

尽くすという気持ちから、講師の先生方にも着用を求めていたというところです。フェイスシールドについては、

今年度（令和 4（2022）年度）から緩和され、着用は必須ではなくなりました。こちら（p.53 上：下段右写真 2

枚）、左側は尺八のお稽古の様子です。もうダブルパンチですね。講師の先生はフェイスシールドをして、子
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供たちの間にはパーテーションが配置されて、自分のブースに入って演奏して、それで帰るというようなお稽古

のスタイルになっていました。右側は発表会の着付けの様子です。名だたる先生方が皆さん紋付袴姿にビニー

ルのエプロンを着け、フェイスシールドを付けてマスクもつけてという出で立ちで、もう野戦病院のような感じ

で発表会に臨んでくださっていました。

　その結果、どのような発表会ができたのかというと、こちらの写真でご覧いただけるかと思いますけれども

（p.53 下）、子供たちはみんなマスクをして発表会の舞台に上がりました。マスクを着けてでも舞台に上がれ

れば十分なのかなとも思ったのですが、新型コロナ対策と事業趣旨との乖離の実態に、胸を痛めることが多

かったです。マスクやフェイスシールドをして挨拶も簡素にして、あまつさえそのパーテーションに仕切られた

空間の中で稽古を続けて、果たしてキッズが目標とする感性の涵養が図られるのかということについては、か

なり疑問がありました。マスクを着けて舞台に上がる子供たちの姿を見るにつけ、忸怩たる思いがしたのも確

かです。この事業を続けたいと思うのは、もしかしたら大人のエゴなのではないかというようなことも考えたの

ですが、その疑念を晴らしてくれたのは参加者と保護者でした。発表会後のアンケートの回収率は約 7 割以

上で、うち99.9% が満足度 100%と回答してくれました。保護者の声には、マスクを着けての発表会は残念だっ

たが、よくこのような時期に最後まで走り抜けてくれたというような感謝の声を本当にたくさん頂戴いたしまし

た。後ほどにも申し上げますが、Show must go onという言葉は諸刃の剣ではありますが、続けていく意義

を感じた次第です。

　ここからは少し駆け足になりますが、東京都と行っております「子供のための伝統文化・芸能体験事業」 

（以下、「子供体験事業」）について申し上げます（p.54 上）。いわゆるアウトリーチと呼ばれる事業です。キッ

ズ伝統芸能体験が、講師が専門とするフィールドに子供たちに来てもらう事業だとすると、子供たちが日常の

ほとんどを過ごしている学校へ講師が赴いて、体験と鑑賞の機会を提供する内容です。アウトリーチも当然

のことながら、こちら（p.54 上：左写真 2 枚）、左側は落語、右側は日本舞踊ですが、マスクを着用していま 

す。それからこちら（p.54 上：右写真 2 枚）、長唄とお箏ですが、こちらもマスクの着用をして授業を行ってい 

ます。

　最後は「大人のための伝統文化・芸能体験事業」です（p.54 下）。これは今年度から始まった事業で、キッ

ズや子供体験事業ほど専門的なものではありませんが、大人を対象に、一般には敷居が高いと思われている

伝統芸能にアクセスする機会を提供しようというものです。写真は、お部屋の中に 30 人近い方が受講者とし

ていらっしゃいましたが、講師の先生方もだいぶこの 2 年間で慣れてきて、新型コロナ禍における距離の取り

方といいますか、直接手取り足取り教えなくても、何となくの距離の測り方が皆さんお上手になってきたなとい

う印象が勝手ながらございます。

　伝統芸能の体験型事業における現状と課題については（p.55 上）、今ここで申し上げるべきではないのか

もしれませんが、年月を経て事業開始当時の主旨であるとか、志を共有していない、これを仕事の一つとし

て承るメンバーが増えていく時の合意形成というものが、課題になっているのではないかというように私は考

えています。例えば、発表会が最終目的化していくことについてです。先程、Show must go onというのは

諸刃の剣だと申し上げましたけれども、実演家はどうしても発表会が最優先事項になってしまう。キッズはあ
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くまでも子供たちの感性を涵養するもの、そして後継者を育成するものではないということをなかなか共有す

ることが難しいという側面があります。それから事業終了後に参加者の方が稽古を継続することについては、

先生方から、「キッズは応募者が多いのは結構だけれど、キッズの参加者ってお稽古続けてくれないんだよ

ね」というお話を頂くことがございます。それを目的にしている事業ではないので、特段には申し上げませんが、 

キッズでの経験を通して続けたいと思う子供たちが現れれば、幸いな事だと思います。

　それから、感染症対策を行いつつ、現場の状況を定点観測し、参加者や保護者等に対して講師とは違う

対応を行えるサポートスタッフの確保がかなり大変です。実演家のマインド、あるいは行政のロジックに対する

通訳者として、そのスタッフがいてくれることが重要です。また、新型コロナ対策というのは講師だけでは成

立しませんので、現場の新型コロナ対策を行ってくれるサポートスタッフが必要ですが、今のようなかなり作り

込んだ形の新型コロナ対策はサスティナブルではないなというようには感じています。

　かなり駆け足になりましたけれども、私の方からの発表は以上とさせていただきます。ご清聴ありがとうご

ざいました。

布目 藍人（ぬのめ あいと）
公益社団法人日本芸能実演家団体協議会

平成 12（2000）年　昭和音楽大学音楽芸術運営学科卒業

平成 16（2004）年　立教大学大学院文学研究科比較文明学専攻修了

平成 26（2014）年　政策研究大学院大学文化政策プログラム修了

同年より日本芸能実演家団体協議会（芸団協）。

各種公演やシンポジウムなどの企画・制作を行う実演芸術振興部に所属し、現在は東京都「キッズ

伝統芸能体験」「子供のための伝統文化・芸能体験事業」「大人のための伝統文化・芸能体験事業」

など伝統芸能の体験型事業を主に担当。また、劇場等演出空間運用基準協議会や文化芸術推進

フォーラムの活動を通じ、文化芸術に係る調査研究や政策提言等にも携わっている。昭和音楽大学

アートマネジメントコース非常勤講師。

〈参考〉

・公益社団法人日本芸能実演家団体協議会 HP　 https://geidankyo.or.jp/
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地唄三絃演奏家

岡 村 慎 太 郎

　ただいま御紹介いただきました、岡村慎太郎でございます。今日のお話をいただきましたのは、私が 2 年

前から上智大学の箏曲部の講師をしておりまして、そちらの関係からのお話ということでございます。そこで上

智大学の箏曲部の件についてお話しさせていただけたらと思います。

　私は 2 年前から上智大学講師として招かれているのですが、ちょうどまさに新型コロナ真っ最中のときでし

た。一番感染者も多くて、緊急事態宣言が出たりしていた頃だったのですが、実はそれ以前からぜひ講師に

と言われておりました。しかし、新型コロナの影響で延期になって、2 年前から着任ということになりました。

そのため、その前の状況というのを実は私はあまりよく存じ上げないのですが、私が行ってからの上智大学の

学生たちのお稽古の進み具合は、聞くところによると、やはり新型コロナ以前よりは進みが遅いということです。

それももちろん当たり前のことなのですが、お稽古の時間がまず短い、大学に登校できない、それから春休

みと夏休みに合宿を行うのですが、それも大学の方針で 2 年間実施できていない。この合宿は毎回 10 日弱

ぐらい行うのですが、合宿中は弾きっぱなし、1 日中弾いているらしいのです。もっとも私はまだ実は合宿に

行けておらず、今年（令和 4（2022）年）の夏も実施できなかったため、来年（令和 5（2023）年）2 月の春合宿

は行けるだろうかとみんなで話しているところです。

　そうは言いながらも週に 2 回、月曜日と木曜日にお稽古があって、月に 1 回日曜日、それから 4 月には新

入生歓迎の演奏会、大学祭があったり、12 月 24 日には定期演奏会がございます。定期演奏会は開催するこ

とになっておりますので、それに向けて練習をしているわけなのですが、学生たちも新型コロナ以前のことを

知っている者がもう今の 4 年生しかおりません。その学生たち以下の今の 1 年生、2 年生、3 年生、特に 2

年生、3 年生に至っては大学にも来られない状況だったので、サークルどころではありませんでした。そんな

学生たちの集まりですけれども、頑張って練習をして、今はもう必死に 12 月 24 日の定期演奏会に向けて一丸

となってお稽古をしているという状況です。文化庁の方からも楽器を無償貸与していただいています。例えば

お箏や十七絃、それから三味線、尺八も何本も無償貸与していただいております（文化庁「邦楽普及拡大推

進事業」）。そういうこともあって非常に助かっております。今後とも学生たち、日本中のサークル活動をして

お箏をやっている学生、三味線、尺八をやっている学生たちを、どうか温かい目で見守っていただき、何かあっ

たら手を差し伸べていただけたらと、心から思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

　今日はこれから 2 曲を演奏いたします。最初に『黒髪』という曲を演奏いたします。もう1 曲は『橋尽し』

という曲です。お話をいただいた時に、時間が 20 分くらいというお話だったので、その中で全くカラーの違う

2 曲を演奏したいと思い、選んでみました。『黒髪』というのは地唄の「端唄もの」に分類されまして、一人で

弾き歌いをする名曲です。歌舞伎の黒御簾音楽などにも使われておりますので、御存じの方が多いのではな

いかなと思います。2 曲目の『橋尽し』は、もとは近松門左衛門の『心中天網島』という浄瑠璃の最後の部分

地唄三絃演奏
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です。浄瑠璃（義太夫）では「名残の橋づくし」と言います。地唄の『橋尽し』は、演奏におよそ 30 分かか

るのですが、「口」という部分と「奥」という部分に分かれていて教えられます。今回はその「奥」、まさに一

番のクライマックスです。ここを聞いたら大体話は分かるだろうというところが「奥」として伝承されておりまし

て、そこを演奏してみたいと思います。後で、家内（岡村愛氏）と二人で、「連れ歌い」と言いまして、紙屋治

兵衛と小春の心中劇の台詞等を歌い分けながらやってみたいと思っておりますので、お楽しみください。よろ

しくお願いいたします。

地唄三絃演奏

1．『黒髪』　　唄・三絃　岡村 慎太郎

2．『橋尽し』　唄・三絃　岡村 慎太郎　　岡村 愛

【資料】
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映像はこちらから
ご覧いただけます
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岡村 慎太郎（おかむら しんたろう）
地唄三絃演奏家

東京芸術大学卒業、同大学院修了

在学時、宮中桃華楽堂にて御前演奏

東京芸大推薦による奏楽堂デビューコンサート「岡村慎太郎リサイタル」開催

三味線組歌、箏組歌を菊藤松雨師に師事、両巻伝授

文化庁新進芸術家国内研修制度研修生

京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター共同研究員（平成 18（2006）～平成 19（2007）年度）

NHK 邦楽オーディション合格

第 34 回宮城会箏曲コンクール 1 位

第 6 回賢順記念箏曲コンクール奨励賞

第 7 回「静岡の名手たち」オーディション合格

第 22 回くまもと全国邦楽コンクール最優秀賞、文部科学大臣賞受賞

タイ、フランス、スペイン、中国、イタリアなどの公演に参加

NHK 文化センター講師、上智大学箏曲部講師

岡村 愛（おかむら あい）
地唄三絃演奏家

平成 7（1995）年	 東京芸術大学音楽学部邦楽科卒業 

在学中広島において、「第二回　東京芸術大学フレッシュコンサート」に出演 

上野旧奏楽堂にて開催された「彩」第一回コンサートにおいて皇后陛下の御高覧の栄に浴す

平成 8（1996）年	 NHK 邦楽技能者育成会修了

平成 10（1998）年	 東京芸術大学大学院音楽研究科修了

平成 11（1999）年	 NHK 邦楽オーディション合格

平成 14（2002）年	 第 7 回「静岡の名手たち」オーディション合格

平成 15（2003）年	 NHK 主催「邦楽鑑賞会」出演、その後その模様が NHK テレビにて放送

平成 16（2004）年	� ベトナムハノイ市で開かれた国際会議「ASEM（アジア欧州会合）」の公演芸

術祭に日本代表として参加

平成 17（2005）年	 宮城道雄記念コンクール第一位

平成 18（2006）年	 第一回「岡村愛 箏コンサート」開催

平成 26（2014）年	 第 15 回邦楽技能者オーディションに合格し、『生田流箏曲　岡村愛』CD 制作

宮城会、日本三曲協会、生田流協会々員

現在は演奏活動のほかに、NHK-FM「邦楽のひととき」ラジオ放送、音楽指導に力を入れている。

〈参考〉

・岡村邦楽教室 HP　 https://koto-okamura.com/
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事例紹介③　文化庁「邦楽普及拡大推進事業」の取り組み

文化庁「邦楽普及拡大推進事業」事務局

凸版印刷株式会社

江 副 淳 一 郎

　皆様はじめまして。凸版印刷株式会社の江副と申します。文化庁の「邦楽普及拡大推進事業」の事務局を

私の方で担当しております。事業自体は昨年度（令和 3（2021）年度）からスタートしておりまして、本年（令

和 4（2022）年）が 2 年目の事業となっています。後ほどご説明させていただきますが、本事業は大学や高校

の邦楽に関わる部活・サークルなどの団体に対して、事務局がハブとなりながら、邦楽器の製造メーカーで

あったり、楽器店、関連の協会など、ある意味業界で一丸となりながら支援を行い、邦楽の普及、継続性を

高めていこうという取り組みになっております。実は昨年度もこの場で登壇をさせていただきまして、昨年度は

Good Practice とは何かというテーマでしたので、その際には新型コロナの情勢を受けて様 な々事業の取り組

み、例えばやりとりをいろいろとオンライン化したりですとか、オンライン支援施策を充実させたりなど、その

ような取り組みをして、トライアンドエラーでやっています、というような事例を御紹介させていただきました。

今日この場では、この事業も本年度で 2 年目に入りまして、昨年度支援している団体の皆さんからは事業に関

するアンケートや報告書を提出していただいたり、いろいろな団体の方と 2 年間の支援を通じてお話をする機

会を設けることができましたので、事業の取り組みの内容だけではなくて、実際に団体の方の反応なども共有

させていただきながら、邦楽のこれからの普及・継承という点について考えるきっかけとなると良いかなと感

じております。

　資料 1 枚目に自己紹介というページを入れさせていただいています（p.64 下）。今日、ここまでご登壇され

ている方と一番違うところとしては、僕自身、伝統芸能などその道の専門家ではないということがあります。そ

もそもここに記載していますけれども、民間のクライアントを中心にいろいろなマーケティング施策のサポート

ですとか、公共の領域で健康増進だとか、観光あとはキャッシュレス推進のプロジェクトを進めていくという

ことのサポートをさせていただいております。そして、昨年度からは文化庁の邦楽事業のプロジェクトマネー

ジャーをやらせていただいています。プロジェクトの中の役割としては、実際に大学や高校で邦楽に取り組む

団体にどういうサポートをしてあげるべきなのか、支援メニューの内容を考えていったり、実際に全国の団体

の皆さんのところにお伺いしたり、オンラインで取り組みの状況や課題などをお話しさせていただいたりしな

がら、楽器店や製造メーカー、協会の方 な々どいろいろな方々の声を聞きながら、みんなが幸せになれるよう

な形で、邦楽の普及を推進していくというところを担っております。

　ここからが本題になってまいります。以降のプレゼンテーションでは、前半にどういうことをやっているのか

という事業の概要、後半の方では事業に対する団体の方の反応はどうなのかという、大きく言うと 2 つのパー

トからお話をさせていただこうと思っています。

　まず事業の概要です（p.65 上）。邦楽は日本の伝統文化でありますが、今様 な々環境変化の影響もあって、
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継承・発展が危機的という状況に瀕しています。そこで、先程申し上げたように、高校並びに大学の部活や 

サークルで邦楽活動をされている団体の方々が生涯に渡って演奏や鑑賞を嗜む愛好者になるきっかけづくりが

できるように、安定的に稽古や実演に取り組んでいけるような環境支援を行うと、そういった事業になってい

ます。支援のプロセスについては、本事業では対象が高校と大学の団体の方々になるので、それぞれに対し

て公募を出しまして、そこに対して団体の方々に実際に申請をいただいて、その後審査、抽選を経て採択団体

を決定。そして、彼らに様 な々支援を行っています。こちらにも記載していますが、今 2 年目になりまして、2

年間で今だと合計 119 の団体が支援の対象となっております。北は北海道札幌から、南は、沖縄は残念なが

らまだないのですが、鹿児島の団体までを支援させていただいています。全国にあるそういった個々の団体

に対して、私はじめ、弊社の事務局担当の人間をあてがわせていただいて、各々の団体によってステータスや

課題感はまちまちですので、そこに応じた環境支援を行っているというところになります。

　支援の内容に関しては、①から⑤と記載をしているところの支援メニューを用意していますけれども、この

中から団体の方で希望する支援を選択してもらって、その支援を行うというイメージでやっています。例えば、

そもそも部員に対して楽器が足りなくてなかなか活動ができないよという人たちに対しては、無償で楽器を提

供してあげたりだとか、そうではなくて先生がいないので、なかなか演奏法が分からなくてうまくいかないよと

いう団体に対してはニーズを聞いたりですとか、普段どのような曲をやっているのかという情報をもとにしなが

ら講師を派遣していくなど、そういったものを組み合わせて団体の為になるようなプランを組み立てて支援を

行っているというところになっています。

　少しグラフが見づらいのですが、採択団体のジャンルも幅広くカバーしています（p.65 下）。右の円グラフを

見ていただければと思うのですが、これでおおよそのジャンルの割合が分かります。三曲や箏曲が中心となり

ますが、津軽三味線の団体や、本年度の 2 年目の事業からは和太鼓関連の団体も対象に拡大していますので、

そういったところが増えてきたりしています。他にも長唄や常磐津三味線、あとは雅楽といった団体も支援の

対象となっております。

　次に少し細かいですが、どういう支援をしているのかというところを簡単に御紹介させていただければと思っ

ております。まず、楽器の無償貸与については、こちらに記載しているような楽器を貸与しています（p.66 上）。

三味線からお箏、横笛や太鼓といったもののジャンルをカバーしています。あとは、やはり練習用のものが借

りたいというところと演奏会に使うものが欲しいというような多様なニーズに対応できるようにメニューを用意し

ています。実際、昨年度だけで大体 250 強の数量の楽器を採択団体に貸与させていただいています。

　次が、発表会の開催支援です（p.66 下）。団体が発表会を行う際に、サポートが必要な支援というものを

幅広く行っています。具体的には、演奏会の会場までの楽器の運搬や保管、後はステージセッティングのサポー

トといったところであったり、最近だと演奏会の会場に来られない人に、YouTubeで後から限定公開で配信

したいというようなニーズもあったりするので、そういったものに対応する動画の撮影や編集のサポートも行っ

ています。あとは学校外の会場で発表会をやる場合の会場費の支援であったり、実際演奏会をやる際に楽器

が最良な状態になるように、発表会の前に楽器のメンテナンスをしてあげるというようなことも、支援の中に含

まれています。
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　3 つ目は、交流会というものを開催しておりまして、そこへの参加機会を提供しています（p.67 上）。これは

今新型コロナの影響もあって、他の団体の人たちと横のつながりというものがなくなってきているということを

よくお伺いします。それを解決できるようにオンラインにはなりますが、交流イベントを企画していまして、そこ

に参加していただくというような支援をしています。実際に、これは昨年行ったものでイメージも右側に載せて

おりますけれども、Spatial Chatというオンラインのツールを活用して交流会を開催しました。そこで地域やジャ

ンルを超えて交流を促進したり、写真にもありますが、他の団体の演奏を聴くフロアを用意したりですとか、

そういったことをしまして、昨年度も参加いただいた方は、学生さんを中心に積極的な意見や活発なコミュニ

ケーションがあったかなというところを感じており、また今年も今後開催していく予定となっております。

　4 つ目がオンラインコンサートの参加機会の提供です（p.67 下）。こちらも近年、やはり新型コロナの影響

もあって、プロの演奏を聴く機会というものがなかなかないということをお伺いしています。そういった課題に

対して著名な演奏家の方による演奏や、あとは邦楽の歴史を紐解いていただいたり、奏法などを解説するといっ

たオンラインコンサートを開催しています。昨年度はここに記載している 4 つのプログラムを用意しましたけれ

ども、単純に一方通行でやるというものではなくて、団体の方から質問を挙げてもらって、それに演奏家の方

に答えていただいたりと、インタラクティブな要素も交えつつ、学びを得る機会というものを提供しておりまして、

こちらも今年度これから開催をする予定となっております。

　そして最後が講師の派遣というものになります（p.68 上）。団体のところに著名な演奏家の方を派遣すると

いうプログラムを用意しています。例えば、昨年度、今年度と行ったものでいうと、津軽三味線をやっている

団体に対して、演奏家の吉田兄弟さんにお願いをして団体にレッスンに行っていただいたり、あとは三曲や箏

曲など、幅広いジャンルの講師を派遣しています。プログラムの内容は、団体の状況によっていろいろと作り

変えてはいますけれども、基本的には楽器の音の出し方だとか、弾き方のような基礎のレッスンと、あと団体

がよく演奏する曲、課題曲のようなものを具体的にレクチャーしていくというようなプログラムを用意することが

多いです。

　ここからは、事業に対する反応というものをアンケートやヒアリングからピックアップしておりますので、そう

いったものを少しまとめています（p.68 下）。まず、①の楽器貸与に関してです。団体によっては一人に 1 台ず

つ楽器が行き渡っていないというような団体もよくあると思っています。そのため、始めたばかりの人だと、複

数人で一つの楽器を練習するしかない、あとは団体で楽器は保有しているものの、昔からあるものが多くて、

状態が良くないというケースも多 あ々るのかなと感じています。そういった方々に楽器を貸与してあげることで、

練習が効率的にできるようになったり、新入生など新しく楽器に取り組むメンバーも実際に弾く機会が増えた

ので、すぐに辞めてしまう人が減ったとか、やはりいい音で演奏できるのでとても楽しくなった、というような

声がありました。あと、楽器が充実すると今までできなかったソロのある合奏曲ですとか、そういったものも

できるようになって、選曲の幅が広がったといった声もありました。あとは、昨年度新型コロナが酷かったので、

学校に入れなくなってしまった、学校で活動できなくなってしまったという団体も多数ありました。その意味で

も楽器が一人に 1 台行き渡ったので、家に持ち帰って、なかなか難しさはあるものの、リモート・オンライン

での活動というものにトライすることができたという声。また、新しい部員を獲得するところ、これも新歓のタ
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イミングだと、昨年聞いた話では十分な活動が学校に制限されてしまってできなかったものが、その後楽器も

貸与されて直接楽器を触ってもらう機会も増えて、夏以降部員が増えましたというような声もありました。あと

は自分達を担当してくれる楽器店が付いたので楽器のメンテナンスですとか、そういった相談ができるように

なった、という新たな声も上がっていました。

　2 つ目が発表会の開催支援です。これも特に昨年度は新型コロナの影響で学校内の施設を使えない故に、

外部でホールを借りるなどして多くのお金がかかってしまったり、そもそも無観客開催となってしまったという

ケースがとても多かったと感じています。そこに対しては楽器の運搬や、外で公演を行う際に掛かる費用など

を負担してあげることによって、特に部員数が少ない団体などは、部員の負担が軽減されて、とても助かった

という声がありました。また、昨年はやはり無観客のところが多かったので、結構学生も苦労されていて、過

去の話を聞くと、iPhone を友達に貸して会場の一番前の列から撮ってもらうというようなことをやっていたとこ

ろもあったりしました。それを我々の方でサポートして、ちゃんとした機材で動画を撮影し編集したことで、無

観客で会場に入れない場合にも家族の方だったり、友人の方に演奏する場というものを見てもらえましたとい

う声であったり、大学によってはオンラインツールをうまく使って OB・OG の方にも演奏を見てもらうこともで

きた、という話も聞いております。

　次に、3 つ目が交流会です（p.69 上）。これはオンラインでは初めての試みだったのですが、リアルとは違

う側面での良い点もあったかなと思っています。話を聞いていると、新型コロナ前には近隣の団体とは交流が

あったけれども、新型コロナでそれすらなくなってしまったというような声も多く聞いています。今回このオンラ

インで交流会を開催することによって、地域を問わず、これまでなかなか関わりがなかった団体との交流を深

めることができた、そして、友達ができましたといった声もありました。ほかには、他の団体の演奏を聴くこ

とによって、他の団体ってすごい頑張っているな、自分達も頑張ろう、というようにモチベーションが上がった

り、あとは、大学や高校の団体によって普段の活動や演奏会のやり方が異なっていて、人数の多い団体だと、

他の団体とコラボしたり、とある団体はものすごく本気のデザインをできる人がフライヤーやチラシを作って告

知しているんですよ、というような話だとか、そういったお互いのやり方などを共有する場になったという意見

もいただいております。

　あと、4 つ目のオンラインコンサート。こちらはやはりプロの演奏はすごいなという声や、邦楽の深さを知っ

たという声が数多くありました。プロの演奏を初めて聴いたですとか、演奏する際にいろいろな背景やこうい

うことを気にしているんだよ、というようなものを知ることによって、改めて邦楽の魅力に魅了されたですとか、

楽曲の背景を知って深みを感じたですとか、そういった声をいただいております。あと、これも先程申し上げ

ましたけれども、学生さんから質問をもらって、インタラクティブにそこで演奏家の方に返してもらうというよう

なこともしたので、プロの方は若い時どうしていたのかといった話など、とても為になったというような声を聞

くことができました。

　最後に、5 つ目の講師派遣です（p.69 下）。皆さん憧れの人とかテレビでしか見たことがない人、そういっ

たプロの方に会うことができて、しかも直接指導してもらえるので感激した、モチベーションがとても上がった

という声が多かったです。ここに書いてありますけれども、直々に演奏のポイントを学ぶことができたですとか、
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津軽三味線だと譜面を自分達で耳で聞いて書き起こして、それをチェックしてもらえたので今後の練習にとて

も活かせるというような声を聞いております。

　最後に事業の効果検証という点で採択団体の方々には年度末にアンケートを取っているので、その回答も簡

単ですが御紹介したいと思っています（p.70 上）。こちらに掲載しているのは、昨年度の採択団体の方からい

ただいたデータで、本年度の採択団体の方はまだ含まれていません。ただ、これはアンケートなので、あまり

変なことは書けないというバイアスは結構大きくあるかなと思っていますが、結論として言うと、事業の効果

は大学、高校とも 90%ぐらいの団体が活動に大きな影響があったという回答をいただいています。あくまで

も団体ですので、個人ベースにすると、また異なる回答になるかもしれません。

　最後のところに、事業の効果があったものはどんなものかということを細かく聞いたものも掲出させていた

だいています（p.70 下）。昨年度は採択団体の支援というものが楽器の貸与をはじめ、秋以降に行ったところ

が中心だったため、新入部員の獲得みたいなところへの寄与や、短期的に数字が上がると考えづらい楽曲の

レパートリーの増大といった項目は、なかなか効果はすぐには出ないというのは想定の通りなのですが、他の

部分ではかなり高い数字となりました。本事業に関しては、高校は 3 年間、大学は 4 年間の継続支援となっ

ていきますので、今 2 年目の支援をしている団体の方 と々も会話する機会があるのですが、その中でも1 年目

に貸与した楽器のお陰で、新しいメンバーが増えて、新しい楽曲にチャレンジしているとか、1 年目に撮影した

演奏会の動画を SNS で発信したら新入生からいい反応がありました、などの声もいろいろと聞くことができて

います。

　事務局といたしましては、今後も各団体の邦楽活動がしっかり継続され、継承していくとともに、こういっ

た取り組みをうまく今後 PRしていくことによって、また新たに邦楽に興味を持つ方が増えたり、そういった微

力ながら邦楽の普及につながっていくことを継続して実施していけるといいなということを考えています。

　私からの発表は以上となります。ありがとうございました。

江副 淳一郎（えぞえ じゅんいちろう）
文化庁「邦楽普及拡大推進事業」事務局、凸版印刷株式会社

凸版印刷入社後、自動車や通信業界の大手クライアントを中心に、広告・プロモーションなど、幅

広く企業のマーケティング戦略策定～実行に携わり、特にソーシャルメディアや動画配信サービスな

ど新しいメディアを活用したアプローチの経験を得る。

平成 28（2016）年以降、公共ビジネスに従事し、健康増進や観光による地方創生事業の推進やキャッ

シュレス普及促進実証事業のプロジェクトマネジメントを担当。

令和 3（2021）年度より、文化庁「邦楽普及拡大推進事業」の立ち上げに携わり、支援メニューの

企画設計、ならびに全国の学生団体や邦楽器メーカー 、楽器店、関連協会等とのやり取りを通じた

事業推進を担う。

〈参考〉

・トッパンソーシャルイノベーション[ 凸版印刷 ] HP　https://www.toppan.co.jp/biz/social/
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事例紹介④　沖縄県三線製作事業協同組合の「未来」に向けた取り組み

沖縄県三線製作事業協同組合 事務局長

仲 嶺 　 幹

　沖縄県三線製作事業協同組合（以降、「三線組合」）、事務局長の仲嶺幹と申します。よろしくお願いいた

します。本日は、フォーラム 4「伝統芸能と新型コロナウイルス―これからの普及・継承―」にお招きいただき、

大変ありがとうございます。先程からの活動報告等、とても参考になりまして、今後の取り組みにも活かして

いきたいなと思うことがたくさんありました。

　三線組合の未来に向けた取り組みというものをご報告させていただきますが、初めに自己紹介を簡単にさ

せていただきます（p.76 下）。私の父も叔父も三線職人で、私も普段は棹を削ったりして三線を作っております。

そして三線組合というものが立ち上がるにあたって、事務局長を引き受けることになりまして、現在に至ってお

ります。

　三線とは、ご存知の方も多いかとは思いますが、NHK の『ちむどんどん』でも使われた、沖縄の伝統楽器

となっております（p.77 上）。600 年前に中国から伝来し、三線となって、古典音楽や、沖縄本島、宮古、八

重山、与那国等々の地域によって異なる民謡に用いられています。沖縄には「しまくとぅば」（島の言葉）があ

り、各地域で結構言語の違いがあり、それぞれ発音の仕方、息の使い方も全然違うので、民謡にもいろいろ

なジャンルがあります。また近年は、現代音楽、ポップス等でも幅広く三線が活躍しており、新しい音楽もど

んどん生まれている状態であります。お手元にリーフレットをお配りしていますので、皆さんごゆっくり後で読

んでください（p.88）。少し割愛させていただきます。

　三線組合のご紹介をさせていただきたいと思います（p.77 下）。三線製作業界内には、抱えている課題が

いろいろとあります。販売店は 200 店舗以上あると推測されていますが、製作者もしくは製作会社は 30 店舗

以内というようなデータが出ております。三線はとても普及しているのですが、県内の作り手は実はとても少な

いということが分かっています。また、若手の育成とか原材料の枯渇等、多くの課題を抱えています。こうし

たことを背景に、平成 18（2006）年に三線組合を立ち上げようという流れになりまして、平成 22（2010）年に法

人化いたしました。その活動の中で平成 30（2018）年には、国の伝統的工芸品の指定も受けることができまし

た。私は、それらの書類作成、また、経済産業省でのプレゼン等、組合の事務局長としていろいろと取り組

ませていただきました。

　次に三線の現状について、製作業界、演奏業界も含めて御紹介させていただきます（p.78 下）。三線はもと

もと県内の伝統楽器であるという話をさせていただきましたが、今年（令和 4（2022）年）はちょうど本土復帰

50 周年記念で、沖縄ではいろいろな取り組みが行われています。本土復帰以降、飛躍的に県産三線の需要が、

いわゆる観光産業のお土産として高まり、また本土の方でも三線愛好者が増えて県産三線がとても売れる時

代がありました。その後、平成 4（1992）年には海外でも三線が生産されるようになり、中国、またベトナムで

三線が作られるようになりました。この頃からインターネットでの三線販売が同時に始まり、今までは三線を
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作っているお店が家族経営していたのですが、販売の部分だけが分かれ、インターネットに強い業者が三線

を仕入れて販売するというシステムが入り始めました。このため、県内の三線製作業者が厳しい状況に追いや

られる結果になりました。現在は、市場で年間 4 万挺消費されているというデータがありますが、そのうちの

8 割以上が海外で作られている三線です。その後、海外産とはいえ三線自体はとても普及しました。1 世帯当

たりの保有率の調査もこの後御紹介させていただきたいと思います。この海外産の三線が売れることによって、

低価格帯の三線のシェアがほとんど海外産になり、若手の仕事が激減するという現象が起きています。三線

職人も70 代の先輩方が一番多くなっていて、若手がどんどん減っていっているというのが現状です。

　次に世帯保有率についてお話します（p.79 上）。平成 15（2003）年の 1 世帯当たりの挺数が、県の調査で 

0.52 挺、つまり2 世帯に 1 挺ぐらいと、とても三線は普及しておりまして、平成 28（2016）年に三線組合の方

で県と同じような方法で調査をしたところ、0.79 挺という数字に上がっておりました。こちらは、当時の車の

保有率と同じ数字となっておりました。沖縄では鉄道がないので、車がないと生活できないという現状なので

すが、ほぼ車と同じぐらい、1 世帯あたりの三線の保有率は高くなっています。これは、海外産が普及するこ

とによって比較的手に入れやすくなって、子供たちでもやれる、触れ合う機会が増えたためであろうと思って

おります。

　続きまして、新型コロナで浮き彫りになった課題を取り上げます。こちらは、新型コロナで問題が起きたと

いう訳ではなく、元 あ々った課題が、新型コロナの影響で演奏する機会が減ったりなどして、このままではい

けないという問題提起が沸き上がったという流れになっております。他の工芸や業者も全て新型コロナで厳し

い状態にはなったのですが、三線もやはり演奏活動がストップし、三線教室、レッスン、コンクールや試験等、

あと元々地元にあった村の祭事、伝統行事など、そういったものも全て中止になって、三線から離れる人も増

えたと言われております（p.80 上）。三線製作業界でも、特に初年度（令和 2（2020）年）、新型コロナ禍が始 

まって、経済的に先行きが不透明ということで、三線の販売に大ブレーキがかかったということがありました

（p.80 下）。三線の展示会やイベント等も中止になりました。ただ、2 年目以降は、巣ごもり需要によって海外

産の三線が飛躍的に売れたというお話も聞いております。

　ここからは、三線に関わる団体の課題についてお話しします（p.81 上）。元々三線は、沖縄では直接指導し

て、先生方の独特の言語の細かなニュアンス、日本本土にはない発音、独特の発音があるので、そういった

ものを直接習うということがとても大事だという見られ方をしていたのですが、新型コロナでインターネットが更

に普及して、動画サイトを見ながら個人で勉強するという形で三線を楽しむという方がとても増えました。これ

と同時に、三線演奏団体、流派に所属して三線を学ぶ人が減ってきたという状態になっております。また、沖

縄県以外の出身者、特に関東や関西ではとても三線人口が増え、その反面、県内の愛好者というのは減って

いっているとされています。このことについては、関連 15 団体にアンケートを取ると、比較的県外の人は増え 

て、県内の人は減っている、特に若者が減っているというデータが出ておりました。また、先程からお話しし

ている「しまくとぅば」、つまり沖縄の各地域の言葉、宮古や八重山などの島の言葉を使える世代がどんどん

高齢化していっているということも、やはり大きな課題と言われています。今回新型コロナで、やはり個別の

組織、それぞれの組織では、なかなか行政に訴える機会もないということで、三線組合でも集まってどうに
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かできないかという話もして、行政との関係が希薄だということが分かってきました。

　流派に入るとコンクールなどを受けるのですが、こちらのグラフは、ある団体の新人賞の受験数の推移です

（p.81下）。左側の折れ線グラフでは1980 年代がピークになっていて、後はだんだん右肩下がりになっています。

この現象について、私たちはドーナツ化現象という表現をしております（p.82 上）。三線がとても普及している

こと自体は良いことなのですが、県内の盛り上がりがだんだんと下がってきています。県内では、元々三線が

使われている番組、例えば毎週土曜日にやっていた沖縄の「郷土劇場」というテレビ番組がなくなったり、盆

正月の「紅白歌合戦」という三線の歌合戦はなくなって 10 年以上になります。そういった形で県内の盛り上

がりが減っていく一方、県外はどんどんと盛り上がっていっているという状態になっております。これがやはり、

中心である沖縄にもう少し注目が集まるような仕組みや、本格的にやっている人達がもう少し盛り上がるような

仕組みを作っていきたいと考えています。先程ピラミッドの底辺が拡大したら三角が大きくなっていって、本格

的にやっている人も自ずと上に押し上がっていくというお話があったように、私たちもそう思っていたのですが、

そのようなピラミッドの形にはなっていない可能性があるのではないかと思っています。そういう意味でも、こ

のドーナツ化現象の中心にもっと情報などが集まる仕組みを作っていきたいという流れになって、その後、「連

携帯」を作ろうという話になりました。

　三線製作も三線演奏も、本格的にやればやるほど厳しい状態になって、情報発信力とか現代の方に楽しく

伝える技術や知識があまりなくて、少し職人気質だったり、表現が不得手な先輩方が多いので、連携帯を持っ

ていろいろな課題を共有して、みんなで取り組んでいこうという気運が高まりました（p.83 上）。これも、本当

に新型コロナでなければこういったことは起きていないであろうと思います。新型コロナでみんなが厳しくなっ

て、一枚岩にならないと厳しいのではないかという気運が高まったのは、本当に新型コロナのお陰（という言

い方は変なのですが）でこういった形になりました。この表の音楽団体が 12 団体となっておりますが、ここ

に沖縄県民謡合同連合会が含まれており、この連合会は 9 団体が一つになっているので、全体として約 20

団体と言えます。さらに製作、研究や調査をしている団体、また個人の有識者の方 も々います。著名な方で言

えば、元 THE BOOM の宮沢和史さんも有識者として入っていただいております。これは初めてのシンポジウ

ムを開いたときの写真なのですが、三線にまつわる団体が集まったのは初めてのことで、過去にない取り組み

になりました。そこにオブザーバーとして行政の方 、々観光産業のコンベンションビューロー、博物館、国立

劇場等に来ていただいて、情報を共有して課題解決に向かって協力する連携帯というものを作っていきたいと

いう趣旨のシンポジウムを執り行い、今のところはまだ設立準備委員会という形になっておりますが、沖縄県

三線文化振興協議会という組織が今、まさに立ち上がる為の準備をしております。

　なぜ振興協議会の取りまとめを、自分のような職人がやっているかというと（p.84 上）、どこかの流派が中

心になるとそこに偏ってしまうことがあったり、流派はいろいろと新聞社と連携していたりするため、新聞社と

の関係も偏ったりする可能性があるので、そういった垣根を越えやすいということがあります。また、三線組

合には事務員が複数人いて、普段からモノ作りの観点で行政とのやり取りが頻繁で、補助金の活用や事業計

画書の作成、報告書をまとめたりすることができます。各流派ではなかなかできないような助成金の申請など

もやりやすいということで、三線組合の事務と三線業界全体の事務を両方やろうということになり、現在取り
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組んでおります。

　現時点での沖縄県三線文化振興協議会での取り組みということで、まず一つ共同作業をしてから、この「設

立準備委員会」という名前を外そうということで、今回 10 月 30 日から11 月 30 日までの 1 か月間、先程の

連携帯で「ワールド三線フェスティバル」を開催しております（p.85 上）。世界中にいる沖縄県民、または移民

した子孫たち、沖縄県民、こういった人々が 3 世とか 4 世、5 世ぐらいまでいらっしゃるのですが、そういっ

た方々が沖縄に 5 年に一回集まる「ウチナーンチュ大会」というものがあります。それに合わせて、「ワールド

三線フェスティバル」を開催して、流派の垣根を越えた、まさにポップスや民謡、古典音楽が連携して、催事

を現在執り行っております。県内で 1 か月間、あちらこちらで行われている三線の催事を数珠つなぎにしてス

タンプラリーも開催して、ポイントが集まったら応募して三線が当たるイベントも執り行っております。また、博

物館などで特別展を開催して、普段見られないような文化財の三線が展示されていたり、それにまつわるクロ

ストークも行っております。写真にもありますが（p.85 下）、右下は国民文化祭が今年度ありまして、そこでの

イベントの様子です。右上の「三線の名人たち」は、八重山とか宮古から普段は外に出ないような方を招いて、

地域の習慣や言葉を喋りながら、企画を実施しました。地域によって全然異なっていて、宮古の言葉などは、

沖縄本島の私達では全く何を言っているか分からないような言葉も、歌三線ととても繋がっていることが分

かって、とても面白い企画でした。

　これらの取り組みの中で、この連携帯で大事にしたいことは、やはり育成です（p.86 上）。また次の「ワー

ルド三線フェスティバル」が 5 年後にありますが、そこで活躍するような人材を育成しようということで、クラ

ウドファンディングを 9 月に実施して、700 万円の資金を得ることができました。実は小中学校で使われてい

ない三線がたくさんあるということですので、この資金を使って、それらの三線を修理・修繕し、子供たちに

三線の指導を行い、クラブを立ち上げる支援を行う計画です。

　また、この支援では、今までは演奏だけが中心だったのですが、「くるち苗木の育成」も掲げています。「く

るち」は三線の原材料で、棹の部分に使われる黒檀のことで、沖縄では「黒木」と書いて「くるち」と読みます。

その苗木を種から子供たちに育ててもらうという企画です。くるちは 3 年から 4 年ぐらいしたら出荷できるよ

うになるので、それを企業に買ってもらい、緑地化に使ってもらって、その収益でまた子供たちに三線を指導

する機会を増やしていく、という仕組みを作ろうと、今企業とお話をしているところでございます。また先程、

言語が減っていっているということも含めて、三線を通じて立体的にいろいろと勉強できる機会を作っていき

たいなと考えております。

　あとは、やはり観光産業です（p.86 下）。「三線ツーリズム」という言葉ははこちら側で作った造語です。

今でも既に三線はとても普及して観光産業にも寄与しているのですが、伝統を守る仕組みにきちんと繋がるよ

うな観光産業をしっかり組み立てていきたいなと考えております。ほかにも、みんなで三線を世界遺産にでき

ないかなとか、いろいろな意見を取りまとめたいと思っております。

　最後にまとめを述べさせていただきますが、元々三線組合がなぜ連携帯を作ったのか、連携帯が今後どう

あるべきなのかということも考えてみます。例えば原材料の枯渇、苗木を植えて黒木が三線に作られるように

なるまで 150 年かかると言われているのです。職人がどうあがいたところでこの課題は解決できないというこ
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仲嶺 幹（なかみね みき）
沖縄県三線製作事業協同組合 事務局長

昭和 51（1976）年生まれ

沖縄県浦添市出身。仲嶺三味線店代表。

平成 7（1995）年　父の経営する仲嶺三味線店に就職（弟子入り）

平成 12（2000）年　叔父の経営する仲嶺三味線店を継ぐ

平成 20（2008）年　沖縄三線技能展にて審査員特別賞を受賞

令和 4（2022）年　「沖縄県三線文化振興協議会設立準備委員」事務局長補佐

・沖縄三線技能展審査員特別賞の受賞をきっかけに、沖縄県三線製作事業協同組合の事務局長

　に就任。三線製作業界が抱える課題、問題を解決するため、同組合活動に取り組む。

・三線職人として、国の伝統的工芸品認定に関わり、史資料の掘り起こし等に参与。

・平成 27（2015）年より沖縄県立博物館による「琉球王国文化遺産集積・再興事業」で「三線」の

　模造復元に携わる。

・令和 4（2022）年三線文化を次世代へ繋げるべく、「演奏者」「三線製作業界」「博物館や大学」

　など三線をとりまく団体「沖縄県三線文化振興協議会設立準備委員」立ち上げメンバー。

〈参考〉

・沖縄県三線製作事業協同組合 HP　https://okinawa34.jp/

とで、歌三線、音楽団体と連携したり、沖縄の言語をどのようにして守っていくべきなのかということも、歌

三線業界だけでは解決できないのではないかなということで、どんどんとこれらの課題を多くの人に知っても

らって、連携していく以外解決できないのではないかというところに行き着いております。そのため、三線業

界のみならず、こういったフォーラムの場でも、情報を共有しながらアイディアを得たり、また企業などと一緒

に三線が元気になるような仕組みや、しいては沖縄が元気になるような仕組みに繋げていけたらなと考えてお

ります。あまり上手にまとめきれていないと思いますが以上です。ありがとうございました。
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三線組合リーフレット
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座談会

座談会

　　　　　　　  出席：櫻井弘、布目藍人、江副淳一郎、仲嶺幹
　　　　　　　  司会：石村智、前原恵美

石村：ではお時間となりましたので、このフォーラムの最後のパートである座談会に移らせていただきたいと

思います。この座談会では、御発表いただいた4 名の発表者の方々に壇上にお座りいただき、石村と前原がファ

シリテーターを務めながら、パネルディスカッションを行いたいと思います。よろしくお願いいたします。

　皆様には様 な々普及・継承の試み、事業の実践についてのお話をしていただきましたが、まず発表者の方々

にはそれぞれ、他の方々の取り組みなどを聞いた上で、何かコメントや質問があれば、ご発言いただければと

思います。発表順で恐縮ではございますが、櫻井さんの方から順に一言ずつコメントもしくは質問をいただけ

ればと思います。よろしくお願いいたします。

櫻井：感想にしかならないと思うんですけども、今日私どものプロの養成、それからキッズ体験、邦楽普及、

三線製作というバラバラなこと、伝統芸能というところだけが共通しているところで、あとは目的も手法も主旨

も全部違う試みが、どのようにまとまるのかなと思いつつも、よく考えてみたら、やはりここ 10 年ぐらいの問

題点がやはりこの新型コロナを契機として一気に顕在化してしまった。新型コロナがもしもなかったらここまで

はっきりしてこなかったのかもしれませんが、皆さん、それぞれに課題を抱えていらして、なるべく見ないで済

ませてこようかなと思ったこともあからさまになって、その対応を今求められているということなのかな、という

ように思いました。

石村：ありがとうございます。では、布目さんよろしくお願いいたします。

布目：私も概ね櫻井さんがおっしゃられたことと、ほぼ同感でございます。新型コロナがあったことによって

顕在化したこともありますし、新型コロナがなければ、もしかしたらぼんやりそのままやり過ごしていたことも

あった、先送りにしてしまっていたこともあったのかなと思うところです。全体の感想で申し上げますと、私は

実は、芸団協の仕事で、沖縄に住んでいたことがありまして、那覇の「あん美ら社」の照喜名朝一先生のお

うちのすぐ近くにおりました。当時、沖縄の伝統芸能に関わる中で、沖縄の人は基本的には皆さん仲は良い

のですけれども、小さいグループをわりとよくお作りになるので、野村流だけでも 4 つも大きな会派があって、

なかなか合意形成が図れない。でも、沖縄県立芸術大学は安冨祖流の方がというような、なかなかバランス

がとれない中で、どうにかならないかなと思っていたものが、新型コロナで図らずも一枚岩になれた。怪我の

功名というか、災い転じてなのか、どう言えば良いか分からないですけれども、何か少し胸の熱くなる思いが

しまして、このようにして人は団結できるのだなということを痛感しました。

　私も伝統芸能には全然縁もゆかりもない人間ですが、伝統芸能には何かその家に生まれた人がやっている
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ものというイメージがあります。けれども、実はキッズの講師などでも、能楽のコースには日本芸術文化振興

会の養成事業の一つである能楽（三役）研修ご出身の狂言の先生などが、たくさんいらっしゃいました。とい

うことは研修所のようなところで、その門閥や家系に生まれたのではない実演家が育って、そしてその人が子

供たちの感性を育む係になるという、そういうサイクルもあるのかなと思ったところです。

　それからもう一つは、キッズは先程前原さんもおっしゃられていましたけれども、原則として 1 回限りの体

験でその先がありません。なるべく多くの子供たちに機会を提供することが主旨である以上、致し方ないこと

ですが、キッズの事業の中で完結してもらうしかないのです。それでも続けたい子たちはどうするのかという

と、高校や大学のクラブに入ったりするようです。能楽部とか、箏曲のサークルとかに入ったりするようなので

すが、熱心に取り組めば取り組むほど燃え尽き症候群というのか、大学生活が終わった後にまで続ける人が、

あまりいないということも耳にします。何かその仕組みがあった方が良いのかなとか、それはそれで青春の1ペー

ジとして終えてもらうのもいいのかなとか、いろいろなことを考えながらお話を伺っておりました。

石村：ありがとうございます。では、江副さんよろしくお願いいたします。

江副：凸版印刷の江副です。僕は専門家ではないので、素人っぽい意見になってしまうかもしれないですけ

れども、今日このフォーラムが始まる前にバックヤードの方でいろいろと皆さんとお話しさせていただいていて、

邦楽だけではないですけど、こういった伝統芸能はやはり興味を持ってもらって、そこから実際にプレーした

りするようになって、最終的には実演家の方になる。そういう上手い流れが作れればいいよねというところと、

やはりそうはなかなか簡単にいかなくて、いろいろな溝がありますよね、みたいなお話をしていました。今日お

話を聞いていて思ったのは、やはり連携していくことというのは非常に大切だなということです。私はこの事業

で、高校生、大学生向けの邦楽の支援ということをやっていますけれども、もっと多くの人に事業自体も知っ

てもらいたいですし、先程採択団体が 119 あると申し上げましたけれども、より多くの、もっとおそらく支援

してあげるべき人はいると思うので、そういう人に申請してもらいたいですし、それに対して多様な支援の方法

というものも用意してあげたいですし、それが最終的にプロの実演家がその中から生まれて、スターが生まれ

たら素晴らしいな、と僕は思っております。そういう意味でいいますと今日この壇上に上がっている皆さんなど

も連携していくと、キッズの取り組みとかの中からそういう方が出るかもしれない。採択団体の人とかは部長

の人がめちゃくちゃやる気があったりするんです。ですので、そういう人にこの事業を知ってもらうと、そこか

らその方が例えば高校生だったら高校生でそこの団体を支援してあげることができたり、今はまだ三線の団

体はないのですが、そういったところの団体にも手を挙げてもらいたいですし、そこに対してニーズがあれば

講師の派遣ですとか、そういったこともできるといいなと思います。最終的にはその中から、今実際、長唄の

サークルなども支援していたりするのですが、ひょっとすると金の卵がいるかもしれないので、そこから実演家

の道を目指す人が出たりすると、とてもいいなというところを思いました。

石村：江副さんありがとうございます。仲嶺さんよろしくお願いいたします。



91

座談会

仲嶺：江副さんから大学、高校で三線をレンタルしたり修理する取り組みの話がありましたが、自分たちも小

中学校の三線を修理するクラウドファンディングをやっています。ただし、クラウドファンディングは一過性の

もので、何度もクラウドファンディングをやるのも現実的ではないので、持続的に、なおかつ多くの小中学校

でそうした取り組みができないかと考えています。例えばスタートアップとして、邦楽普及拡大推進事業を拡大

して、高校・大学だけではなくて小学校・中学校についても取り組めるような仕組みがあれば、モデル校み

たいなものを作り、子供たちに三線だけを教えて歌うのではなく、沖縄の三
サ ン バ

板というカスタネットのような打

楽器の楽器も含めるなどして、少しエンターテイメント的なことが小中学校のクラブ活動でできるようにしては

どうでしょうか。そして、地元の企業の店舗や郵便局、お年寄りが多い施設などで子供たちの演奏会をして

寄付金を募る仕組みを、工夫してなるべく持続する仕組みを作っていきたいと思います。ほかに、黒
く る ち

木（三線

の棹の原材料）の苗木を買ってもらう仕組みなど、どうすれば継続してできるかと今模索しているところです。

特に国にも県にも、本日の登壇者のお三方の取り組みや業界の課題を知ってもらって、せめてスタートアップだ

けでもいいから応援していただけないかと、今日いろいろと勉強させてもらいながら思っております。ありがと

うございます。 

石村：ありがとうございます。4 名の方のコメントを受けて、前原さんの方からリプライという形でコメントをお

願いいたします。

前原：今回のフォーラムを行うにあたって、どういう方々にどういう事例を紹介していただこうかなと思ってい

たのですが、個別には、普及や継承について興味深い独特の取り組みがあると耳にする機会がありながら、

その方たちが一同に会して一つの舞台の上でお話を聞く機会がなかったと考え、今日お呼びすることに致しま

した。本日の登壇者の方々が事業の対象としているのが、子供であったり、高校の部活や大学サークルであっ

たり、プロフェッショナルを目指す人であったりと、少しずつ違います。また、仲嶺さんにご登壇頂いたのは、

伝統芸能を支える保存技術、すなわち楽器や衣装、小道具等がなければ芸能は成り立たないと思っています

ので、いろいろな世代の子供たちが成長していくにしたがって、いろいろな機会を得て伝統芸能に親しんでい

くことと保存技術というものは常に対なのだろうと考えたからです。更にそういう保存技術に関わっている方

にお話しいただくと、「くるちの杜 100 年プロジェクトin 読谷」（三線の棹の材となる「くるち（黒木）」すなわ

ち琉球黒檀を育て、三線文化の理解を深めるプロジェクト）のように、さらに原材料の話にまで行き着くわけ

です。やはり伝統芸能をずっと継承し続けるためには、その縦の年代の流れと、常に芸能周辺の環境を整え

ながら進んでいかないと、愛好家のみならずプロフェッショナルの実演家たちも将来困る可能性があるという

ことを少し見通したいと考え、本日の 4 名の方にお話をいただき、共有できる情報や課題があると思いました。

　例えば、それぞれ非常に興味深い、伝統芸能に関わる養成あるいは普及、体験を実施する際に、どういう

方に応募してもらえたらよいのか、需要はあると思うのですが、そういう需要を掘り起こすことが結構難しい

ような気がしています。どこにチラシを送るのか、どういうツールで宣伝をするのか、どういう人を介して、ど

のように情報を発信していくのか。そういうことも、登壇者の皆さんの共通の課題なのかなと思いました。そ
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してそういう共通の課題は、ここにいるような方達が連携なり連動をしていくと、うまく繋がっていく可能性が

あるのではないか、今日お話を聞きながら思いました。

石村 ： 今回、このフォーラムは新型コロナウイルスがテーマの一つであるのですが、先程櫻井さんがおっ

しゃったように、継承、伝承という側面に関しては、新型コロナが起こる以前から潜在的に問題や課題があ

り、それがこの新型コロナ禍の影響を受けることによって顕在化したということは、恐らく皆さんも同意される

ところがあるのではないかと思います。伝統芸能を今後安定的に継承していくためには、それを支える層の厚

さを築いていくということが重要だと思います。今回ご発表いただいた中で、特に布目さんと江副さんのお話

は、一般の子供たちや学生に対して、芸能に触れてもらうことで、芸能の愛好者を広げるという取り組みでし

た。仲嶺さんのところは、沖縄という地域性もあって、潜在的に愛好者が多いということもあるのだと思いま

す。そういった愛好者が増えてくることによって、そこからプロフェッショナルなり、芸を磨いた実演家なりが育っ

ていくということがやはり大事になってきます。そうした実演家を育てるというものとして櫻井さんが今日ご紹

介された養成事業というものがあると思います。まず一般の人が愛好者になって、更にそこから実演家が出て

くるという流れがシームレスにいけばいいのですが、なかなか実際には難しいところがあります。伝統芸能に

全く関心がなかった人達が愛好者になる為には一つの大きなステップがあって、更にはその愛好者の中からそ

の道で食べていこうという人が出てくるにはもう一つ大きなステップがあると思うんですね。そこがやはり課題

だとは思うのですが、その課題についてそれぞれの方々に御意見や、難しいと思うところとか、あるいはこん

な成功事例があったとか、そういうことを伺っていきたいと思います。今度は順番を変えまして、まず初めに

布目さんにお聞きしたいと思います。子供たちに芸能に触れてもらうというキッズ事業が終わった後、その伝

統芸能に触れたキッズたちがそこから先どのように愛好家になっていくか、そういうところの課題について布目

さんから何かコメントをいただければと思います。

布目：先程も申し上げましたとおり、キッズ伝統芸能体験事業は育成、継承事業ではなく、普及を目的として

いる事業なので、キッズに毎年参加してくれる何百人という児童の中から、その道のプロの実演家が出てきて

くれるということは副産物に過ぎず、我々はそれを目標にしていません。けれども、先程関係協会から稽古を

続けてくれないという声があると申し上げた通り、各協会は仕事として関わる以上はやはりそれを望む訳です。

我 も々それを拒みはしないのですが、そこに重きを置いているわけではない。例えば今は新型コロナ禍のため

に定員数が少なくなっていて、200 人ぐらいの定員に対して毎年 10 人ぐらいはお稽古を続けてくれます。ただ、

先程江副さんともお話をしたのですが、キッズに参加する子供たちは同年代の子たちと一緒に参加できるから

楽しんでやっている側面が強く、必ずしもその楽器にハマったから、個人でお稽古に通いたいという子がいる

わけではありません。ただ、その関門も突破して続けたいと思う子の中には、国立劇場の研修所に進んだお

子さんもいらっしゃいますし、東京芸術大学の邦楽科に入ったお子さんもいらっしゃいます。シームレスとまで

はいかないですけれども、そういう道は選択肢として 0 というわけではないように思っています。
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石村：ありがとうございます。布目さんのところは、キッズ、つまり年の若い人達を対象にした事業でありまし

たけど、もう少し年が上の、高校生や大学生を対象にされた事業をされているのが江副さんの事業だと思い

ます。岡村慎太郎さんがご指導されている上智大学ですと、OB の繋がりがあって、その先まで続けていく人

が多いというお話を伺ったのですが、大学でそういったサークル活動として伝統芸能に触れた後、そこからど

のように次に繋がっていくのかというところにいろいろと課題があると思うのですが、それについて江副さんの

方から何かご意見いただけますでしょうか。

江副：僕がいろいろな学生さんとお会いしてお話ししているところで申し上げますと、やはり先程お話にあっ

たように、お箏とかをせっかくやっていても学校を卒業した後は、みんなでやるのが今まで楽しかったけれど

も、それがなくなってしまうので辞めてしまうケースが多いということは聞いています。あと、先程お話にあっ

たように、やはりOB の存在みたいなものも一つあるのかなと思います。どこの団体か今忘れてしまったので

すが、結構これは面白いなと思ってお伺いしていたのは、新型コロナでなかなか OB・OG の繋がりもなくなっ

てしまうという中で、敢えて集まれないからこそ上の世代の方を含めてオンラインでいろいろな施策、例えば

OB 会という、演奏を聞いて、みんなでいろいろと話をする会とかをやっているという話を聞きました。それは

なかなか、新型コロナ禍になってしまったからこそという言い方は正しいか分からないですけれども、新しい

取り組みとして非常に面白いのではないかなというのを僕は感じたというのが一つ事例でございます。

石村：ありがとうございます。今度は櫻井さんの方に伺いたいと思います。養成事業では今まで経験がない人

も受け入れてきているわけですけど、養成事業は基本的にはプロになってもらうことが目的としてあると思いま

す。そういった今まで本当に経験がなかった人達が、養成事業を通じてプロになっていくということでの難し

いところであったりとか、あるいは成功体験であったりとか、そういうことについてお話をいただければと思い

ます。

櫻井：経験のない人、ある人。ある方がかえってマイナスということもあるんです。変に癖が付いていたりとか

ということもあるので、もう養成の場合は入った時点が 0 で、そこからどれだけできるか、あとは好きで続け

られるか、そこだけですね。だから、そういう意味では非常にフラットな仕組みだと思います。ただそうは言っ

ても、先程キッズで 200 人のうち10 人という話がありましたが、多分その中の一人か 2 年に一人ぐらいはプロ

になりたいという子が絶対に居るはずなんです。現に、そういう子が、歌舞伎俳優や歌舞伎音楽の竹本や長

唄にも入っております。だから、そういった子を必ずピックアップする、そういう子がいたら、こちらにお知ら

せいただく。こちらも網を常に張って、そういった子をピックアップして、最終的に本人が嫌だと言えばそれは

仕方ないですけども、こういう道もあるんだよということをやはり教えてあげるといいますか、こちらに呼び込

むということが必要なのかなというように私達は思っています。あと、愛好者の問題は逆に、新型コロナで、

ひと言で言えばまだ戻っていません。分野によってはかなり戻っている部分もあるのですが、特に歌舞伎、文

楽のお客様はまだまだ戻ってきていません。このままだと、かなり危ないのではないかなと。やる人はいても、
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お客様がいないということも考えなくてはいけないことになってしまうので、なるべく戻って来ていただきたい。

本当に好きな人はおそらくもう戻ってきていると思いますし、それから唯一救いは若い人が今少しずつですけ

ども、やはり増えています。初めて来てくださるという人たちが意外にいるというのが少し救いではありますけ

ども、その中間層がまだまだ戻ってきていただけていないというところが我々の課題です。演目を考えたり、

いろいろな取り組みをしております。だから、先程 50 年前のことを考えて、逆ピラミッドで若い人の後継者が

いないという問題が、養成をやってあれだけの比率になって、それは良かったんですけれども、それに匹敵

する、あるいは、それ以上の危機が今来てるのかなという、そんな感じもしています。

石村：ありがとうございます。今度は仲嶺さんの方にお伺いしたいと思います。先程私は一般の人から愛好者

が増えて、そこから実演家が出てきてという、そういうピラミッドができて、その流れがシームレスであれば理

想的だという話をしました。ただ仲嶺さんのお話を伺うと、必ずしもそれはそう簡単なものではないということ

も感じました。愛好者は増えているけど、ドーナツ化現象というか、県内では関心が薄れていて、逆に県外の

人で愛好者が増えているような状況もお話しいただきましたけど、例えばそういった県外の愛好者が三線なり、

沖縄文化なりを支えていくということは起こり得ないのでしょうか。

仲嶺：今、まさにそこを取り組みたいなと思っています。ただ、実はお三方のお話も聞きながら、伝統という

言葉を使うと、三線の場合、古典音楽以外は民謡とかポップスとかというジャンルになってくるので少し違った

りもするのですが、沖縄はこの小さい島国で、実は古典音楽、民謡、ポップスと、同じ三線を使っているにも

かかわらず状況が少しずつ違っていて、一枚岩ではなかったということがあります。古典音楽が最も古いので

すが、人数が一番少ない。民謡が 2 番目に多く、ポップスが一番多い。本土の方でも、初めに三線やりたい

なというのは大体、今で言えば BEGIN の曲とか、au の CM で浦島太郎が歌っているような曲を弾けるように

なりたいと思って三線を購入する人がとても多いのです。沖縄でなくても習えるというのがポップスというジャン

ルで、民謡に少しグラデーションが掛かったような現代音楽、昭和に作られた曲などを中心に演奏している人

口がとても多いです。どうしても沖縄本島でないと勉強できない細かな発音や、沖縄にしかない魅力、沖縄で

ないと学べないことを、今まではみんなそれぞれでやっていました。工芸は工芸の話しかしない、古典は古典

の問題しか言わない。そうしていたら話題がばらばら過ぎて、細かい問題と受け止められて、本土には全然情

報が届かないのです。そこで今、各ジャンルが一枚岩になって、5 年に一回 1 か月でいいから、その期間に何

でも勉強できるようにして沖縄に来てもらい、自分達のような三線製作者だけでは弱いので、沖縄の企業で

沖縄をアピールしようというイベントに広げたいと思います。三線をアピールしたいだけではなくて、沖縄をアピー

ルするところまで持っていかないと、三線だけ元気になろうとしても、力が弱すぎて限界があるのではないで

しょうか。沖縄という観光産業で生計を立てている、ブルーシールとかオリオンビールとか、沖縄のイメージと

いうものを、元 あ々るものをただ使うだけではなくて、一枚岩になって、企業にも応援してもらって、三線を使っ

てもっと沖縄らしいものをもっと作っていくように少しシフトしないと、情報がどうしても本土の方までは行か

ないのではないかと思っています。三線業界の課題ではなくて、沖縄全体の課題として投げかけたいと思って
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いるところです。

石村：ありがとうございます。私事で恐縮なのですが、私も三線を持っていまして、それは多分海外産のもの

だと思います。最初に三線を弾くきっかけとなったのは、やはりBEGINとか THE BOOMとか、ポップスの

人達の音楽をやりたいなという動機でした。しかし三線をやっていて、ある程度弾けるようになると、やはり

沖縄の言葉であるとか、やはり自分の中からは出てこないものがあることに気付きました。音を弾いても、単

に楽譜のとおりに弾いているだけというところがあって、やはり先生について学んだ方がいいのかなと思ったと

ころまでは行ったのですが、そこから実行できていないというのは、やはり古典芸能や伝統芸能というのは、

単にそのスタイルだけをやればいいということではなくて、その背景にある様々な文化であるとか知識である

とか、そういうものも含めた文化の複合体のようなものを体得することが大事なのかと思ったりもしました。で

は、続いて前原さんの方からリプライをお願いします。

前原：先程石村さんも言っていたのですが、何かイメージとしてはすごくきれいな帰着点が描けるような気にな

ります。例えば子供の頃からキッズ体験をし、伝統芸能に関心を持ち、高校で邦楽の部活に入って、大学で

も同様のサークルに入って、その後、研修のための養成所に入って、プロになりましたという人が、100 人に

一人でも出てくれば、それは形としてはとても綺麗に聞こえます。ただその一方で、上智大学の箏曲部のサー

クル活動を見学させていただきましたけども、ほとんどの学生が大学のサークルで初めてお箏や三味線を触る

ということなのですが、みな非常に一生懸命楽しみながら練習をしている状況があります。キッズ体験では初

めて伝統芸能に触れるという子供がほとんどでしょうし、独立行政法人日本芸術文化振興会の養成事業に関

しても、経験がない人もあり得るということになると、どの世代でもいいから、伝統芸能の経験が 0 か 1 かと

言ったら、とにかく１でも経験が皆無ではないことが大切であるというように考えています。全く経験をしない

ということではなく、その最初の一歩で良いから、どの世代であっても機会を創出していくという努力はすごく

大切なのではないかと思います。布目さんにお伺いしたいのですが、芸団協では、キッズだけではなくて今年、

大人の為の芸能体験を始められて、とても人気や関心を呼んでいるという話でしたが、そこに集まる人達は何

を求めていらしているのでしょうか。あるいは、芸団協はどのようなことを目指しているのでしょうか。

布目：この事業は、東京都とアーツカウンシル東京と芸団協とが一緒にやっている事業なのですが、事業を

始めるにあたって、東京都のオーダーが 30 代 40 代ぐらいで、わりと意識の高い人達に多く来てもらえたら嬉

しいよねという話だったんです。その背景には、キッズに参加している子供たちのお母さん世代の興味関心を

喚起して、体験事業全体の循環効果を計りたいという狙いもありました。とはいえ公共事業ですから、公募

をすれば、下は 10 代から上は 80 代までいろいろな人が応募してくださいます。その中で、東京都の望む年

齢層に厚めに応募していただくために、どうしたら良いのかと考え、30 代から 40 代ぐらいの女性が一番よく

聞くラジオで広報を打つということを行いました。その結果、ご主人や友人などを連れだって、やってみたいけ

どやり方が分からなかった、どうアクセスしたらいいのか分からなかったという人達を多く獲得することができ
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ました。これはラッキーだったと言えば、それまでかもしれないのですが、お箏教室は街にはよくありますが、

お箏教室があるから習いに行こうと思って、そこの門を叩く人がいるかというと、そういうことはあまりありま

せん。そういう人達に向けて、何かしらの制限を解除するきっかけづくりとしての役割は、事業として果たすこ

とができているのではないかというように思うところです。

前原：ありがとうございました。そうすると、30 代 40 代ぐらいの方をターゲットにすることによって、その年

代で初めて伝統芸能の門戸を叩く人たちの受け皿になっていると思われます。シームレス、つまりどの世代で

あっても、そして必ずしもプロに全員がならなくても、非常に目や耳の肥えた愛好者になって、伝統芸能を批

評家的に見るということもまた、伝統芸能のその実演家たちを育む環境を整えることに繋がるので、そういう

ことも考えていかなくてはいけないように思いました。愛好家の層を厚くするためには、あちこちに伝統芸能へ

の入り口が用意できると好ましく、そのことによって需要が掘り起こせる可能性があるのではないかなというよ

うに感じました。

布目：今、前原さんから御提起いただいた話で申し上げると、キッズの表向きのテーマは、子供たちが、日

本人が大事にしてきた感性を、伝統芸能を通じて涵養する、育んでいくことですけれども、裏のテーマとしては、

言葉を選ばずに言うと、ゆくゆくは自らお金を払って伝統芸能を観に来てくれるお客さんを育てたいなというこ

とがございます。キッズは今年で 15 年目になりましたので、初年度に小学校 1 年生だった子達もやがて大学

を卒業する頃になります。もう何年かしたらキッズで習ったことがその彼らの中に響いて、自分でチケットを買っ

て、歌舞伎なり能なり文楽なりを観に行ってくれたり、邦楽に親しんでくれる人が現れてくれると嬉しいなとい

う気持ちを持ちながら、事業を続けているところです。

石村：伝統芸能というのは自分の育ってきた文化とどれだけ結びついているかということが重要かなと思って

いて、私が発表させていただいた海外の事例で、特にそのバングラデシュとインドネシアの場合はいずれも地

域に根差した芸能なんですよね。そういう意味では、日本でいうとそれは民俗芸能になるのかもしれないの

ですが、地域との結びつきがあって、その中で学んでいくということは、今回のお話の中では仲嶺さんの沖縄

の事例が近いのかなと思いました。しかしそれ以外の伝統芸能というと、どうしても敷居が高いというか、そ

れこそ教室があっても、なかなか門を叩くのが難しいというところがあるとは思います。ただ伝統芸能という

のは、自分でやってみて初めてその面白さとか見方が分かるというようなところがあって、その一歩を踏み出す

と、体験した人にとってはすごく世界が広がるのだけど、なかなかその体験をしてもらうまでが大変なのかな

というように思ったりもします。前原さんはそのあたりどう思われますでしょうか。

前原：民俗芸能は、地域のコミュニティーと非常に密接に繋がっていて、その特色がブランディングの大きな

魅力になるという芸能です。伝統芸能、特に古典芸能は、逆に普遍化の方向性を持っていて、日本どこであっ

ても、ある歌舞伎作品は別の地域でも同じ歌舞伎作品ですし、能の演目についても同様、という意味でいう
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と、広く言うなら日本を代表するという意味でのブランドだと思うのですが、それは敷居が高いのではなくて、

日本中のどこでも誰とでも、古典芸能という同じ土俵での体験ができるし、共通理解ができる。つまり、ある

意味、共通言語的な特徴があると思っています。それが、敷居が高く見えてしまうというところにおそらく問

題があるように思いました。

　シームレスの話に戻しましょう。それぞれのやり方でそれぞれの対象でそれぞれの目的で、普及や継承に取

り組んでいらっしゃるということを、新型コロナ禍だからこそ、こういう並びで皆様にお話ししていただけたと

思います。そういう方 と々共通する課題としては、それぞれが実施している事業の前と後、つまりそこの事業

部分がどこから来てどこへ行くのかということについて、共通の課題なり問題点を感じていらっしゃるのではな

いでしょうか。そこがやはり連携なり共通理解により繋がっていっても良いのではないでしょうか、というくら

いの緩い繋がりが「シームレス」な展開を生む機会になればと思いました。

石村：普及と継承というのはとても大きな問題で、このフォーラムだけで何か答えを出すというのは難しいとは

思うのですが、もう座談会の時間も最後に差し迫っておりますので、発表者の方々には最後にお一言ずつ、コ

メントをいただければと思います。櫻井さんから順にお願いいたします。

櫻井：却って私の方がいろいろ勉強させていただきまして、ありがとうございました。どういうお話になるの

かなと思っていましたけども、勿論結論が出ないというのが結論でいいと思います。一言だけ言わせていただ

けば、今年度は歌舞伎俳優と文楽と能楽が研修生を募集しておりますので、是非門を叩いてみてください。ど

うぞよろしくお願いいたします。

石村：ありがとうございます。では布目さんよろしくお願いいたします。

布目：シームレスのお話で言うと、もしかしたら江副さんのご提案を横取りする形になってしまうかもしれない

ですけど、職域連携というか我々がコミュニケーションを取りながら、それこそキッズに有望株がいるので送

り込みますということを櫻井さんにご提言してみたり、サークルの方で続けたい子がいれば、その中で彼らが

活躍できるようなことをしてみたり、あるいはもっと別の繋がりが作れるかもしれないので、それは少し楽しみ

だなという感じもいたしました。

石村：ありがとうございます。では江副さんよろしくお願いいたします。

江副：少し違う話になってしまうかもしれないですけど、僕はこの、今の文化庁の邦楽普及拡大推進事業に

携わるようになって、ほとんど初めて邦楽というものに触れることになりました。非常に感じるところとしては、

敷居が高いというお話もありましたけど、先程御紹介した通り、僕はよく学生さんたちの演奏会を撮影したり

するので行ったりですとか、講師派遣で先生に教わる学生さんとかをよく見に行ったりするのですが、もう率
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直に言って邦楽器をやっている人ってめちゃくちゃかっこいいなと思っています。今までのこの事業で言います

と、どちらかというと、楽器が足りないよとか困っている人をサポートしていくというところが結構メインにやっ

ているのですが、少なくとも僕は、実はそこでいろいろと頑張っている人というのがいるんだなというのが分

かってきているので、事業でサポートしながら、いろいろと頑張って格好良く取り組みをしている人というもの

をうまく使って情報発信をするようなことも最初は僕らも手伝ってあげながらやっていくと、実は先程お話に上

がったような、その最初に愛好者になる人というのは、増やせる可能性が十分あるのではないかなというとこ

ろを感じました。

石村：ありがとうございます。では、仲嶺さんよろしくお願いいたします。

仲嶺：三線組合は、古典音楽とか民謡とかポップスとか幅広くお付き合いをさせてもらっていて、それぞれの

ジャンルで言うことが少しずつ違う。継承しなければいけない、伝統は守らないといけない、残さなきゃいけ

ない、楽しいとか楽しくないとかではない、という考えを持っていらっしゃる方もいます。片や人を感動させて

なんぼだろうという人もいて、少しずつ違っています。子供たちも楽しいと思えば続けるはずなので、古典音楽っ

て面白いな、かっこいいなと思ってもらうことが必要です。先程の地唄の演奏も、自分達が聞いてもかっこい

いなと思いました。継承をするというのは義務だから感動させなくても良いのだと思っている人がいるような気

がして、そうだとするとそれは違うのではないかと思います。例えば、沖縄だったら沖縄の言語「しまくとぅば」 

は、60 代未満はほとんどが使えなくなってきていて、その言語を使う芸能でどのようにして感動させれば良い

のかというのが、子供たちにとってもテーマです。本物がもう少しその感動させる努力や子供たちの心を痺れ

させようという思いをもっと持っても良いのではないかと思ったりしています。そういう意味では、ポップスをな

さっている方々の知識や知恵を、古典をやっている方々が活用するというのも有効なのではないかと考えてい

ます。今、この連携帯でいろいろな勉強会を重ねて、面白いし、自分の父親もずっと三線をやっていてかっこ

いいと思う部分がたくさんあるので、それをどのようにして知ってもらうか、その方法や、古典だけ、民謡だけ

ではなくて、連携帯というより大きな枠組みで模索できたら、より面白いものができたりするのではないかと思っ

ています。なかなか大変だとは思いますが。

石村：ありがとうございました。では最後に前原さんからお願いいたします。

前原：最後に仲嶺さんがおっしゃったことは、すごく通じるものがあると思いました。普遍的であるということ

は、固定化されているということとむしろ真逆だと思っていて、「固定化」してしまえば、その伝統芸能はもう

繋がっていかないし、それはいわゆる陳腐化するだけであって、やはり時代のスタイルにある程度順応しなが

ら残っていくということによって、普遍性を獲得できるというように思います。そのための知見やテクニック的

なことを貪欲に取り入れていくことが必要な時代だと思いました。そして、「0 か 1 か」という、0 は全く0 な

のですが、1ではなくても 0.1でも 0.01でも「0 ではない経験値」ということが、伝統芸能への敷居を取り払
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う鍵だと思っていまして、今日お集まりいただいた皆様方が、そういう意味で非常に知恵を絞りながら、いろ

いろと事業を進めてくださっていることに、改めて敬意を表するとともに、こういった方 を々、言葉は悪いです

が、立場を超えて串刺しのような形でお招きして、一つのテーマで勉強できるというのは研究者の私たちにとっ

ての幸せだとも感じた次第です。また、今後ともこのようなフォーラムなり研究会というものを企画していきた

いと、改めて思わせていただきました。ありがとうございました。

石村：今回このフォーラムでは 4 名の発表者の方をお招きいたしましたが、ここで出会ったことがきっかけと

なって、また新しい科学反応が生まれれば非常にありがたいことかと思います。ということで、お時間も来ま

したので、今回のフォーラムの座談会をここで締めくくりたいと思います。今一度、発表者 4 名の方々に拍手

をいただければと思います。ありがとうございました。
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閉会挨拶

閉会挨拶

東京文化財研究所

副所長・無形文化遺産部長

早 川 泰 弘

　皆様、長時間にわたり本フォーラムにご参加いただきまして、誠にありがとうございました。心より御礼を申

し上げます。また、本日ご登壇いただいた先生方、本当にありがとうございました。東京文化財研究所の無

形文化遺産部では、前身の芸能部の時代から様 な々伝統芸能、あるいは無形文化遺産に関する調査研究を

継続して行ってまいりました。そんな中で、令和 2（2020）年の初めから新型コロナウイルスの蔓延という危機

的な状況に直面して、令和 2（2020）年の 4 月から新型コロナウイルスの蔓延が伝統芸能にどういう影響を及

ぼすかということに関して様 な々情報発信を行ってきたところでございます。

　新型コロナウイルスの感染拡大によって、芸能活動が休止に追い込まれたり、延期されたりということは、

本日の御発表の中でもご報告いただいたわけですが、私ども東京文化財研究所の調査研究にとっても大きな

転機であったと認識をしています。新型コロナウイルスの感染拡大が無形文化遺産の研究に対して、どういう

影響を及ぼすのか、あるいは本日のテーマであった、伝統芸能の普及や継承ということに対して、東京文化

財研究所の無形文化遺産部がどんな活動、寄与ができるのかということをこの 2 年間考え続けながら、調査

研究活動を行い、今日のフォーラムを開催するということになった次第です。

　今後、新型コロナウイルスがどのように拡大していくのかということは全く予想がつきませんし、さらに他の

ウイルスであったり、自然災害であったり、様々な災害的な事象が伝統芸能あるいは無形文化遺産に、直接

あるいは間接的に影響を及ぼすということは十分予想ができるものであります。そんな中で、無形文化遺産の

普及・継承ということに関して、私どもは今後も様 な々調査研究を継続してまいる所存です。東京文化財研究

所無形文化遺産部は少人数の所帯で予算も少ないですが、今後も皆様のご協力とご支援のもとに活動を続け

ていきたいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。以上、閉会の挨拶とさせていただき

ます。本日は本当にありがとうございました。
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結びにかえて

結びにかえて　―コロナ禍でつかんだ多様な軸―

東京文化財研究所 無形文化遺産部

無形文化財研究室長

前 原 恵 美

　新型コロナ禍も 3 年におよび、昨今では新型コロナに関わる様 な々社会的制約が解除され、感染症法上の

位置づけも 5 類に引き下げられる見通しとなりました。こうした状況の変化を踏まえ、本フォーラムもシリーズ

としては今回で一応の区切りとすることにしました。しかし伝統芸能とその周辺への新型コロナ禍の影響に視

線を移せば、その影響は今なお残っており、新型コロナを経て新たな活路を見出す途上にあるように思われま

す。そこで本フォーラム開催にあたっては、引き続き幅広い人々が強い関心を持ち続ける、その新たな出発点

として、今一度「伝統芸能の継承」をテーマに据えたいと考えました。こうした経緯で、新型コロナと伝統芸

能の関係性を新たな視点から取り上げる【シリーズ】無形文化遺産と新型コロナウイルス フォーラム 4 は、「伝

統芸能と新型コロナウイルス―これからの普及・継承―」として開催することにしました。

　伝統芸能は本質的に「その時、その場でのみ存在し得る」文化です。その意味では、どんなに技術を駆

使して音声や映像等を残しても、それは伝統芸能自体ではなく、映像作品等としての新たな文化的所産ない

し伝統芸能を知る手がかりとしての記録と捉えられます。したがって、伝統芸能を継承するためには、常に実

演され、鑑賞され続けることが必須です。言い換えれば、実演すなわち供給と、鑑賞（または体験、稽古など）

すなわち需要の両輪によってこそ伝統芸能の継承が可能となります。

　本フォーラムでは、それぞれ年齢層や経験値、伝統芸能とのスタンスが異なる対象者に対して普及・継承

事業を行っている、多様な立場の方々に事例報告をいただきました。いずれも工夫を凝らして普及・継承事

業に取り組んでおられる現状を具体的に知ることができたと同時に、それぞれの対象者の「前後」あるいは「左

右」が互いに連動していくと、より強力な伝統芸能の普及・継承のパイプラインになるのではないかと気付か

されました。座談会では「シームレス」という言葉が飛び出しましたが、それぞれが独自に行っている魅力的

な普及・継承事業が緩やかに繋がることで、伝統芸能の継承自体も新たな局面に踏み出せるという希望を実

感したことは、本フォーラムの収穫であったと思います。

　これまで本フォーラムのシリーズでは、伝統芸能のジャンルを横断し、実演／企画・制作／文化財保存技術

などの伝統芸能への関わり方を横断し、普及・継承に関わる様 な々フェーズを横断して、伝統芸能の枠組み

を広げ、情報を共有し、課題を検討することで新型コロナ禍を乗り越えるヒントを探って来ました。今はまだ、

新型コロナ禍を乗り越える道半ばであろうと思いますが、当研究所無形文化遺産部では、今後とも調査研究

を通して得た「多様な軸」を提案しながら、ともに課題に取り組む機会を提供したいと考えています。

　ここに、本フォーラムの趣旨をご理解の上、登壇してくださった皆様をはじめ、当日参加してくださった皆様、

動画配信や本報告書を通じて本フォーラムに関心を寄せてくださった皆様に深謝申し上げるとともに、伝統芸

能に関わる様々な分野、立場の皆様方とそれを支える人々の力で、必ずや新型コロナ禍を越えて伝統芸能が

継承されていくことを強く祈念し、結びとさせていただきます。
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